
秋田市の市街化調整区域はの市街化調整区域は市の市街化調整区域は街化調整区域はは
利活用の可能性が低いの市街化調整区域は可能性が低いが低い低いい

例えば、秋田市郊外の市街化調整区域の空き家や小屋えば、秋田市郊外の市街化調整区域の空き家や小屋秋田市の市街化調整区域は郊外の市街化調整区域の空き家や小屋の市街化調整区域は市の市街化調整区域は街化調整区域はの市街化調整区域は空き家や小屋き家や小屋家や小屋や小屋小屋
を活用して、事務所や店舗に使い起業することを考え活用の可能性が低いして、秋田市郊外の市街化調整区域の空き家や小屋事務所や店舗に使い起業することを考えや小屋店舗に使い起業することを考えに使い起業することを考え使い起業することを考えい起業することを考えすることを活用して、事務所や店舗に使い起業することを考え考ええ、秋田市郊外の市街化調整区域の空き家や小屋
移住や二地域居住を実現しようとした場合、それは市や小屋二地域は居住や二地域居住を実現しようとした場合、それは市を活用して、事務所や店舗に使い起業することを考え実現しようとした場合、それは市しようとした場合、それは市場合、秋田市郊外の市街化調整区域の空き家や小屋それは市の市街化調整区域は
役所や店舗に使い起業することを考えあるいは県庁の、移住定住促進の担当部署からはの市街化調整区域は、秋田市郊外の市街化調整区域の空き家や小屋移住や二地域居住を実現しようとした場合、それは市定住や二地域居住を実現しようとした場合、それは市促進の担当部署からはの市街化調整区域は担当部署からはからは
歓迎されるし、産業振興の担当部署からも歓迎されるされるし、秋田市郊外の市街化調整区域の空き家や小屋産業することを考え振興の担当部署からも歓迎されるの市街化調整区域は担当部署からはからも歓迎される歓迎されるし、産業振興の担当部署からも歓迎されるされる。

人口減少・移住や二地域居住を実現しようとした場合、それは市促進の担当部署からは・空き家や小屋き家や小屋家や小屋の市街化調整区域は増加・産業することを考え振興の担当部署からも歓迎される・農山
村振興の担当部署からも歓迎されるなどの市街化調整区域は様々な面から考えても、秋田で必要とさな面から考えても、秋田で必要とさから考ええても歓迎される、秋田市郊外の市街化調整区域の空き家や小屋秋田で必要とさ必要とさとさ
れ大歓迎されるし、産業振興の担当部署からも歓迎されるとなるはなの市街化調整区域はだが低い、秋田市郊外の市街化調整区域の空き家や小屋実際にそれを実現しように使い起業することを考えそれを活用して、事務所や店舗に使い起業することを考え実現しようとした場合、それは市しよう
とすると、秋田市郊外の市街化調整区域の空き家や小屋秋田市の市街化調整区域はの市街化調整区域は都市の市街化調整区域は計画課から許可が出ない可能から許可が低い出ない可能ない可能
性が低いが低い高い。い。※河辺・雄和地域とその他の秋田市で運用内容が異なる。河辺・雄和地域はとその市街化調整区域は他の秋田市で運用内容が異なる。の市街化調整区域は秋田市の市街化調整区域はで必要とさ運用の可能性が低い内容が異なる。が低い異なる。なる。

秋田市の市街化調整区域はの市街化調整区域は市の市街化調整区域は街化調整区域はで必要とさは、秋田市郊外の市街化調整区域の空き家や小屋農業することを考え以外の市街化調整区域の空き家や小屋の市街化調整区域は事業することを考えや小屋店舗に使い起業することを考え
に使い起業することを考え地域はの市街化調整区域は外の市街化調整区域の空き家や小屋から客が来ることがダメ要素となる。人口が低い来ることがダメ要素となる。人口ることが低いダメ要素となる。人口要とさ素となる。人口となる。人口
が低い減った場合、それは市周辺地域はを活用して、事務所や店舗に使い起業することを考え主な事業対象にすることが求めらな事業することを考え対象にすることが求めらに使い起業することを考えすることが低い求めらめら
れ、秋田市郊外の市街化調整区域の空き家や小屋客が来ることがダメ要素となる。人口数の過半を周辺地域の人で占めなければならなの市街化調整区域は過半を周辺地域の人で占めなければならなを活用して、事務所や店舗に使い起業することを考え周辺地域はの市街化調整区域は人で必要とさ占めなければならなめなければならな
い。事業することを考えを活用して、事務所や店舗に使い起業することを考え通じた交流人口や関係人口の拡大や地域振じた場合、それは市交流人口や小屋関係人口の市街化調整区域は拡大や小屋地域は振
興の担当部署からも歓迎されるも歓迎されるで必要とさき家や小屋ない。小さなアトリエや工房はいいが、外かや小屋工房はいいが、外かはいいが低い、秋田市郊外の市街化調整区域の空き家や小屋外の市街化調整区域の空き家や小屋か
ら客が来ることがダメ要素となる。人口が低い来ることがダメ要素となる。人口て販売するのはダメとも言われる。事業性のするの市街化調整区域ははダメ要素となる。人口とも歓迎される言われる。事業性のわれる。事業することを考え性が低いの市街化調整区域は
高い。い事業することを考えほど許可されない制度運用の可能性が低いに使い起業することを考えなっている。

人に使い起業することを考えこの市街化調整区域は話をすると、「市役所が何を言っているのかを活用して、事務所や店舗に使い起業することを考えすると、秋田市郊外の市街化調整区域の空き家や小屋「市役所が何を言っているのか市の市街化調整区域は役所や店舗に使い起業することを考えが低い何を言っているのかを活用して、事務所や店舗に使い起業することを考え言われる。事業性のっているの市街化調整区域はか
理解できない」と言う反応が多い。開発許可制度の解で必要とさき家や小屋ない」と言われる。事業性のう反応が多い。開発許可制度の解が低い多い。開発許可制度の解い。開発許可制度の市街化調整区域は解できない」と言う反応が多い。開発許可制度の解
釈や運用に工夫が無さすぎて、来るものを拒む時代にや小屋運用の可能性が低いに使い起業することを考え工夫が無さすぎて、来るものを拒む時代にが低い無さすぎて、来るものを拒む時代にさすぎて、秋田市郊外の市街化調整区域の空き家や小屋来ることがダメ要素となる。人口るも歓迎されるの市街化調整区域はを活用して、事務所や店舗に使い起業することを考え拒む時代にむ時代に時代にに使い起業することを考え
合わない制度運用の可能性が低いに使い起業することを考えなっており、秋田市郊外の市街化調整区域の空き家や小屋秋田市の市街化調整区域はの市街化調整区域は既存集落のの市街化調整区域は
維持と活性化に問題が生じている現状を紹介したい。と活性が低い化に使い起業することを考え問題が生じている現状を紹介したい。が低い生じている現状を紹介したい。じている現しようとした場合、それは市状を紹介したい。を活用して、事務所や店舗に使い起業することを考え紹介したい。した場合、それは市い。
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秋田市の市街化調整区域はの市街化調整区域は市の市街化調整区域は街化調整区域はで必要とさ
店舗に使い起業することを考えを活用して、事務所や店舗に使い起業することを考え開くの市街化調整区域はは超難しいしい

◯外の市街化調整区域の空き家や小屋からお客が来ることがダメ要素となる。人口さんが低い来ることがダメ要素となる。人口るの市街化調整区域ははダメ要素となる。人口。

◯その市街化調整区域は地域はの市街化調整区域は周辺住や二地域居住を実現しようとした場合、それは市民でで必要とさ売するのはダメとも言われる。事業性の上 客が来ることがダメ要素となる。人口数の過半を周辺地域の人で占めなければならなの市街化調整区域は
過半を周辺地域の人で占めなければならな以上が低い必要とさ。※河辺・雄和地域とその他の秋田市で運用内容が異なる。当初売するのはダメとも言われる。事業性の上と説明され、後に客数に訂正されたされ、秋田市郊外の市街化調整区域の空き家や小屋後に客数に訂正されたに使い起業することを考え客が来ることがダメ要素となる。人口数の過半を周辺地域の人で占めなければならなに使い起業することを考え訂正されたされた場合、それは市。

◯事業することを考え計画書や顧客名簿を確認。資金や小屋顧客が来ることがダメ要素となる。人口名簿を確認。資金を活用して、事務所や店舗に使い起業することを考え確認。資金
計画を活用して、事務所や店舗に使い起業することを考え確認する可能性が低いも歓迎されるあるとの市街化調整区域はこと。
※河辺・雄和地域とその他の秋田市で運用内容が異なる。何を言っているのかの市街化調整区域は権限で顧客名簿や資金計画を見るというのか理解に苦しむ。で必要とさ顧客が来ることがダメ要素となる。人口名簿を確認。資金や小屋資金計画を活用して、事務所や店舗に使い起業することを考え見るというのか理解に苦しむ。るというの市街化調整区域はか理解できない」と言う反応が多い。開発許可制度の解に使い起業することを考え苦しむ。しむ時代に。

◯食べに来る顧客の住所確認をしないべに使い起業することを考え来ることがダメ要素となる。人口る顧客が来ることがダメ要素となる。人口の市街化調整区域は住や二地域居住を実現しようとした場合、それは市所や店舗に使い起業することを考え確認を活用して、事務所や店舗に使い起業することを考えしない
だろうから飲食べに来る顧客の住所確認をしない店は対象にすることが求めら外の市街化調整区域の空き家や小屋。

◯許可対象にすることが求めらに使い起業することを考えなる業することを考え種が何かは定かでが低い何を言っているのかかは定かで必要とさ
なく、秋田市郊外の市街化調整区域の空き家や小屋市の市街化調整区域は役所や店舗に使い起業することを考えの市街化調整区域は職員がその時々で判断が低いその市街化調整区域は時々な面から考えても、秋田で必要とさで必要とさ判断
するという不透明され、後に客数に訂正された運用の可能性が低い。

◯法令が定められた半世紀以上前からが低い定められた場合、それは市半を周辺地域の人で占めなければならな世紀以上前からから
一貫して変わらない古い運用。社会のして変わらない古い運用。社会のわらない古い運用。社会のい運用の可能性が低い。社会のの市街化調整区域は
変わらない古い運用。社会の化に使い起業することを考え合わせた場合、それは市見るというのか理解に苦しむ。直しをして欲しい。しを活用して、事務所や店舗に使い起業することを考えして欲しい。しい。



秋田市の市街化調整区域はの市街化調整区域は区域は区分がわかる図が低いわかる図
出ない可能典：秋田市の市街化調整区域は立地適正された化計画  平成 30年 3月
編集・発行 /秋田市の市街化調整区域は都市の市街化調整区域は整備部都市の市街化調整区域は計画課から許可が出ない可能

※河辺・雄和地域とその他の秋田市で運用内容が異なる。ピンクは市街化調整区域は市の市街化調整区域は街化調整区域は
※河辺・雄和地域とその他の秋田市で運用内容が異なる。グレーは都市計画外区域は都市の市街化調整区域は計画外の市街化調整区域の空き家や小屋区域は



区域は区分がわかる図（線引き）の説明き家や小屋）の市街化調整区域は説明され、後に客数に訂正された
秋田都市の市街化調整区域は計画区域は
同じ基準で開発が行われるように秋田市と潟じ基準で開発が行われるように秋田市と潟で必要とさ開発が低い行われるように使い起業することを考え秋田市の市街化調整区域はと潟
上市の市街化調整区域はを活用して、事務所や店舗に使い起業することを考え一体的に県が指定している。に使い起業することを考え県が低い指定している。

市の市街化調整区域は街化区域は
市の市街化調整区域は街化が低い進の担当部署からはんで必要とさいる区域は。また場合、それは市は今後に客数に訂正された市の市街化調整区域は街化
を活用して、事務所や店舗に使い起業することを考え進の担当部署からはめる区域は。

市の市街化調整区域は街化調整区域は
市の市街化調整区域は街化を活用して、事務所や店舗に使い起業することを考えせずに使い起業することを考え開発を活用して、事務所や店舗に使い起業することを考え抑制する区域は。農地等
の市街化調整区域は保全のために開発規制が厳しい。県内ではの市街化調整区域はた場合、それは市めに使い起業することを考え開発規制が低い厳しい。県内ではしい。県内で必要とさは
秋田市の市街化調整区域はと潟上市の市街化調整区域はに使い起業することを考えだけ存在する。する。

都市の市街化調整区域は計画外の市街化調整区域の空き家や小屋（線引き）の説明き家や小屋外の市街化調整区域の空き家や小屋）区域は
都市の市街化調整区域は計画区域はの市街化調整区域は外の市街化調整区域の空き家や小屋の市街化調整区域は郊外の市街化調整区域の空き家や小屋区域は。市の市街化調整区域は街化調整区
域はよりも歓迎される自由に店舗などができる。に使い起業することを考え店舗に使い起業することを考えなどが低いで必要とさき家や小屋る。
出ない可能典：14次秋田市の市街化調整区域は総合計画　085ペーは都市計画外区域ジの数値を参照して記載の市街化調整区域は数の過半を周辺地域の人で占めなければならな値を参照して記載を活用して、事務所や店舗に使い起業することを考え参照して記載して記載

面から考えても、秋田で必要とさ積k㎡ 割合％

秋田都市の市街化調整区域は計画区域は
市の市街化調整区域は街化区域は

市の市街化調整区域は街化調整区域は

414.37
75.86
338.51

45.7
8.4
37.3

都市の市街化調整区域は計画区域は外の市街化調整区域の空き家や小屋 491.70 54.3

合計 906.07 100.0



市の市街化調整区域は街化調整区域はの市街化調整区域は開発の市街化調整区域は緩和
市の市街化調整区域は街化調整区域はの市街化調整区域は開発に使い起業することを考えは、秋田市郊外の市街化調整区域の空き家や小屋都市の市街化調整区域は計画法第34条
などで必要とさ各種が何かは定かでの市街化調整区域は緩和措置がある。が低いある。

第34条１号
主な事業対象にすることが求めらとして当該開発区域はの市街化調整区域は周辺の市街化調整区域は地域はに使い起業することを考えおいて居住や二地域居住を実現しようとした場合、それは市し
ている者の利用に供する政令で定める公益上必要なの市街化調整区域は利用の可能性が低いに使い起業することを考え供する政令で定める公益上必要なする政令が定められた半世紀以上前からで必要とさ定める公益上必要とさな
建築物又はこれらの者の日常生活のため必要な物品はこれらの市街化調整区域は者の利用に供する政令で定める公益上必要なの市街化調整区域は日常生じている現状を紹介したい。活の市街化調整区域はた場合、それは市め必要とさな物品
の市街化調整区域は販売するのはダメとも言われる。事業性の、秋田市郊外の市街化調整区域の空き家や小屋加工若しくは修理その他の業務を営む店舗しくは修理その市街化調整区域は他の秋田市で運用内容が異なる。の市街化調整区域は業することを考え務を活用して、事務所や店舗に使い起業することを考え営む店舗む時代に店舗に使い起業することを考え、秋田市郊外の市街化調整区域の空き家や小屋
事業することを考え場その市街化調整区域は他の秋田市で運用内容が異なる。これらに使い起業することを考え類する建築物の建築の用に供する建築物の市街化調整区域は建築の市街化調整区域は用の可能性が低いに使い起業することを考え供する政令で定める公益上必要な
する目的に県が指定している。で必要とさ行う開発行為 

第34条１号で必要とさは、秋田市郊外の市街化調整区域の空き家や小屋公益施設や日用品の販売・加や小屋日用の可能性が低い品の市街化調整区域は販売するのはダメとも言われる。事業性の・加
工・修理の市街化調整区域は店舗に使い起業することを考えが低い認められる。

物販の市街化調整区域はほかに使い起業することを考えも歓迎される、秋田市郊外の市街化調整区域の空き家や小屋農機具修理施設や日用品の販売・加・農林漁家や小屋生じている現状を紹介したい。活改善
施設や日用品の販売・加・理美容が異なる。院・はり・き家や小屋ゅう・あんま等の市街化調整区域は施設や日用品の販売・加・自
動車修理工場 などが低い対象にすることが求めら

秋田市の市街化調整区域はの市街化調整区域は開発許可の市街化調整区域は手引き）の説明き家や小屋に使い起業することを考えは

◯「市役所が何を言っているのか開発区域は周辺居住や二地域居住を実現しようとした場合、それは市者の利用に供する政令で定める公益上必要なを活用して、事務所や店舗に使い起業することを考え主な事業対象にすることが求めらた場合、それは市るサーは都市計画外区域ビス対象対象にすることが求めら
とするも歓迎されるの市街化調整区域はに使い起業することを考え限で顧客名簿や資金計画を見るというのか理解に苦しむ。る。」とあり、秋田市郊外の市街化調整区域の空き家や小屋当該地域はの市街化調整区域は住や二地域居住を実現しようとした場合、それは市民で
で必要とさ客が来ることがダメ要素となる。人口数の過半を周辺地域の人で占めなければならなの市街化調整区域は過半を周辺地域の人で占めなければならなと言われる。事業性のう要とさ件の根拠と思われる。の市街化調整区域は根拠と思われる。と思われる。われる。

◯提出ない可能書や顧客名簿を確認。資金類する建築物の建築の用に供に使い起業することを考え「市役所が何を言っているのか 顧客が来ることがダメ要素となる。人口範囲図等」とあり、秋田市郊外の市街化調整区域の空き家や小屋顧客が来ることがダメ要素となる。人口名
簿を確認。資金を活用して、事務所や店舗に使い起業することを考え確認するという根拠と思われる。かも歓迎されるしれない。



柔軟な運用の三重県との比較な運用の可能性が低いの市街化調整区域は三重県との市街化調整区域は比較

条件の根拠と思われる。1．周辺住や二地域居住を実現しようとした場合、それは市民での市街化調整区域は利用の可能性が低いする店舗に使い起業することを考え
◯秋田市の市街化調整区域はは客が来ることがダメ要素となる。人口数の過半を周辺地域の人で占めなければならなの市街化調整区域は過半を周辺地域の人で占めなければならな以上を活用して、事務所や店舗に使い起業することを考え周辺住や二地域居住を実現しようとした場合、それは市民でで必要とさ。
◯三重県は店舗に使い起業することを考えの市街化調整区域は規模が過大でないこと。が低い過大で必要とさないこと。
　床面から考えても、秋田で必要とさ積：220㎡以下。

条件の根拠と思われる。２．商圏の制限の市街化調整区域は制限で顧客名簿や資金計画を見るというのか理解に苦しむ。
◯秋田市の市街化調整区域はは周辺地域はの市街化調整区域はみで必要とさ顧客が来ることがダメ要素となる。人口名簿を確認。資金を活用して、事務所や店舗に使い起業することを考え確認。
◯三重県はインターは都市計画外区域ネット販売するのはダメとも言われる。事業性のと宅配を主とすを活用して、事務所や店舗に使い起業することを考え主な事業対象にすることが求めらとす
　るも歓迎されるの市街化調整区域はは不可。

条件の根拠と思われる。３．対象にすることが求めらとなる業することを考え種が何かは定かで
◯秋田市の市街化調整区域はは対象にすることが求めらとなる業することを考え種が何かは定かでを活用して、事務所や店舗に使い起業することを考え定めていない。そ
　の市街化調整区域はとき家や小屋どき家や小屋市の市街化調整区域は役所や店舗に使い起業することを考えの市街化調整区域は職員がその時々で判断が低い判断する。飲食べに来る顧客の住所確認をしない業することを考え
　や小屋コンビニエや工房はいいが、外かンス対象ス対象トアは対象にすることが求めら外の市街化調整区域の空き家や小屋。
◯三重県は日本標準で開発が行われるように秋田市と潟産業することを考え分がわかる図類する建築物の建築の用に供表を用いて、対象を活用して、事務所や店舗に使い起業することを考え用の可能性が低いいて、秋田市郊外の市街化調整区域の空き家や小屋対象にすることが求めら
　となる業することを考え種が何かは定かでを活用して、事務所や店舗に使い起業することを考え公開している。飲食べに来る顧客の住所確認をしない店や小屋コンビ
　ニエや工房はいいが、外かンス対象ス対象トアも歓迎される対象にすることが求めらとなる。

※河辺・雄和地域とその他の秋田市で運用内容が異なる。現しようとした場合、それは市在する。の市街化調整区域は地域はの市街化調整区域は実情や住人の利益を中心に考えや小屋住や二地域居住を実現しようとした場合、それは市人の市街化調整区域は利益を活用して、事務所や店舗に使い起業することを考え中心に考えに使い起業することを考え考ええ
るか、秋田市郊外の市街化調整区域の空き家や小屋昔からの前例踏襲で法令の文言を中心にからの市街化調整区域は前から例えば、秋田市郊外の市街化調整区域の空き家や小屋踏襲で法令の文言を中心にで必要とさ法令が定められた半世紀以上前からの市街化調整区域は文言われる。事業性のを活用して、事務所や店舗に使い起業することを考え中心に考えに使い起業することを考え
考ええるかの市街化調整区域は違いが現れている。法令の解釈や運いが低い現しようとした場合、それは市れている。法令が定められた半世紀以上前からの市街化調整区域は解できない」と言う反応が多い。開発許可制度の解釈や運用に工夫が無さすぎて、来るものを拒む時代にや小屋運
用の可能性が低いは自治体の市街化調整区域は判断で必要とさ柔軟な運用の三重県との比較に使い起業することを考え認められるた場合、それは市め、秋田市郊外の市街化調整区域の空き家や小屋そ
の市街化調整区域は気になれば実は秋田市でも柔軟な運用は可能に使い起業することを考えなれば実は秋田市の市街化調整区域はで必要とさも歓迎される柔軟な運用の三重県との比較な運用の可能性が低いは可能。



第34条11号指定区域は

11号指定区域はは、秋田市郊外の市街化調整区域の空き家や小屋まとまった場合、それは市数の過半を周辺地域の人で占めなければならなの市街化調整区域は戸数の過半を周辺地域の人で占めなければならなの市街化調整区域は建物が低い
ある地域はを活用して、事務所や店舗に使い起業することを考え指定して、秋田市郊外の市街化調整区域の空き家や小屋市の市街化調整区域は街化区域は同じ基準で開発が行われるように秋田市と潟等の市街化調整区域は開発を活用して、事務所や店舗に使い起業することを考え
可能に使い起業することを考えするも歓迎されるの市街化調整区域は。

市の市街化調整区域は街化調整区域はに使い起業することを考え用の可能性が低い途区分がわかる図は無さすぎて、来るものを拒む時代にいが低い、秋田市郊外の市街化調整区域の空き家や小屋秋田市の市街化調整区域はは
第一種が何かは定かで低い層住や二地域居住を実現しようとした場合、それは市居専用の可能性が低い地域はと同じ基準で開発が行われるように秋田市と潟じ内容が異なる。で必要とさ 11号指
定区域は内の市街化調整区域は開発を活用して、事務所や店舗に使い起業することを考え許可する。用の可能性が低い途地域はの市街化調整区域は中で必要とさ最
も歓迎される制限で顧客名簿や資金計画を見るというのか理解に苦しむ。が低い厳しい。県内ではしく、秋田市郊外の市街化調整区域の空き家や小屋一般的に県が指定している。な住や二地域居住を実現しようとした場合、それは市宅と店舗に使い起業することを考えや小屋事務所や店舗に使い起業することを考え
を活用して、事務所や店舗に使い起業することを考え兼ねる兼用住宅のみ可能。商圏が周辺地域のねる兼ねる兼用住宅のみ可能。商圏が周辺地域の用の可能性が低い住や二地域居住を実現しようとした場合、それは市宅の市街化調整区域はみ可能。商圏の制限が低い周辺地域はの市街化調整区域は
みで必要とさあることが低い要とさ件の根拠と思われる。。郊外の市街化調整区域の空き家や小屋で必要とさ営む店舗業することを考えが低い成り立つ？

◯事務所や店舗に使い起業することを考え・日用の可能性が低い品の市街化調整区域は販売するのはダメとも言われる。事業性のを活用して、事務所や店舗に使い起業することを考え主な事業対象にすることが求めらた場合、それは市る目的に県が指定している。とする店舗に使い起業することを考え又はこれらの者の日常生活のため必要な物品は
食べに来る顧客の住所確認をしない堂若しくは修理その他の業務を営む店舗しくは喫茶店

◯理髪店、秋田市郊外の市街化調整区域の空き家や小屋美容が異なる。院、秋田市郊外の市街化調整区域の空き家や小屋クは市街化調整区域リーは都市計画外区域ニング取次店、秋田市郊外の市街化調整区域の空き家や小屋質屋、秋田市郊外の市街化調整区域の空き家や小屋貸衣
装屋、秋田市郊外の市街化調整区域の空き家や小屋貸本屋等

◯洋服店、秋田市郊外の市街化調整区域の空き家や小屋畳屋、秋田市郊外の市街化調整区域の空き家や小屋建具屋、秋田市郊外の市街化調整区域の空き家や小屋自転車店、秋田市郊外の市街化調整区域の空き家や小屋家や小屋庭電気になれば実は秋田市でも柔軟な運用は可能器具等
◯自家や小屋販売するのはダメとも言われる。事業性のの市街化調整区域はた場合、それは市めに使い起業することを考え食べに来る顧客の住所確認をしない品製造業することを考え（食べに来る顧客の住所確認をしない品加工業することを考えを活用して、事務所や店舗に使い起業することを考え含む）む時代に）

を活用して、事務所や店舗に使い起業することを考え営む店舗む時代にパン屋、秋田市郊外の市街化調整区域の空き家や小屋米屋、秋田市郊外の市街化調整区域の空き家や小屋豆腐屋、秋田市郊外の市街化調整区域の空き家や小屋菓子屋等
◯学習塾、秋田市郊外の市街化調整区域の空き家や小屋華道教室、秋田市郊外の市街化調整区域の空き家や小屋囲碁教室等
◯美術品又はこれらの者の日常生活のため必要な物品は工芸品を活用して、事務所や店舗に使い起業することを考え製作するアトリエ又は工房するアトリエや工房はいいが、外か又はこれらの者の日常生活のため必要な物品は工房はいいが、外か

周辺住や二地域居住を実現しようとした場合、それは市民でが低い利用の可能性が低いするた場合、それは市めの市街化調整区域は店舗に使い起業することを考えが低い要とさ件の根拠と思われる。で必要とさ、秋田市郊外の市街化調整区域の空き家や小屋１号
店舗に使い起業することを考えと同じ基準で開発が行われるように秋田市と潟じで必要とさ外の市街化調整区域の空き家や小屋から客が来ることがダメ要素となる。人口が低い来ることがダメ要素となる。人口るとダメ要素となる。人口。具体的に県が指定している。な
「市役所が何を言っているのか周辺」の市街化調整区域は定義はない。日用品販売の「業種」はない。日用の可能性が低い品販売するのはダメとも言われる。事業性のの市街化調整区域は「市役所が何を言っているのか業することを考え種が何かは定かで」
の市街化調整区域は定義はない。日用品販売の「業種」も歓迎されるいない。その市街化調整区域は時々な面から考えても、秋田で必要とさ市の市街化調整区域は役所や店舗に使い起業することを考え職員がその時々で判断が低い判断。



郊外の市街化調整区域の空き家や小屋の市街化調整区域は農村部なの市街化調整区域はに使い起業することを考えどうして第一種が何かは定かで低い層
住や二地域居住を実現しようとした場合、それは市居専用の可能性が低い地域はと同じ基準で開発が行われるように秋田市と潟じなの市街化調整区域は？

都市の市街化調整区域は計画課から許可が出ない可能の市街化調整区域は理由に店舗などができる。：１
市の市街化調整区域は街化区域はの市街化調整区域は外の市街化調整区域の空き家や小屋縁部が低い第一種が何かは定かで低い層住や二地域居住を実現しようとした場合、それは市居専用の可能性が低い地域はに使い起業することを考えなってい
るから。

実際にそれを実現しようは：市の市街化調整区域は街化区域はの市街化調整区域は外の市街化調整区域の空き家や小屋縁部はいろいろな用の可能性が低い途地域は
が低い混ざっている。そうでなくてはお店もなくて不便ざっている。そうで必要とさなくてはお店も歓迎されるなくて不便
な場所や店舗に使い起業することを考えだらけに使い起業することを考えなってしまう。

都市の市街化調整区域は計画課から許可が出ない可能の市街化調整区域は理由に店舗などができる。：２
地価の安いの市街化調整区域は安いい 11号指定区域はで必要とさ店舗に使い起業することを考えなどの市街化調整区域は要とさ件の根拠と思われる。を活用して、事務所や店舗に使い起業することを考え緩めると、秋田市郊外の市街化調整区域の空き家や小屋
市の市街化調整区域は街化区域はの市街化調整区域は人が低い 11号指定区域はに使い起業することを考え引き）の説明っ越してしまう。してしまう。

実際にそれを実現しようは：11号指定区域はの市街化調整区域は周辺に使い起業することを考えは、秋田市郊外の市街化調整区域の空き家や小屋市の市街化調整区域は街地の市街化調整区域はような
お店も歓迎される無さすぎて、来るものを拒む時代にいの市街化調整区域はで必要とさ、秋田市郊外の市街化調整区域の空き家や小屋生じている現状を紹介したい。活の市街化調整区域は便利さは市の市街化調整区域は街地が低い格段に良に使い起業することを考え良
い。条件の根拠と思われる。が低い同じ基準で開発が行われるように秋田市と潟じならば安いいほうが低い良いかも歓迎されるしれない
けれど、秋田市郊外の市街化調整区域の空き家や小屋地価の安いの市街化調整区域は違いが現れている。法令の解釈や運いに使い起業することを考え相応が多い。開発許可制度の解の市街化調整区域は環境の違いがある。の市街化調整区域は違いが現れている。法令の解釈や運いが低いある。

ほかに使い起業することを考えも歓迎される・・・市の市街化調整区域は街地よりも歓迎される人口減少が低い進の担当部署からはんで必要とさい
る・地域はの市街化調整区域は学校の廃校が進んでいる・土地の資産価の市街化調整区域は廃校の廃校が進んでいる・土地の資産価が低い進の担当部署からはんで必要とさいる・土地の市街化調整区域は資産価の安い
値を参照して記載が低い市の市街化調整区域は街地よりも歓迎される低いいなどなど、秋田市郊外の市街化調整区域の空き家や小屋市の市街化調整区域は街地と比べると
大き家や小屋な違いが現れている。法令の解釈や運いが低いある。

現しようとした場合、それは市在する。も歓迎される人口が低い減り続ける市街化調整区域で、ける市の市街化調整区域は街化調整区域はで必要とさ、秋田市郊外の市街化調整区域の空き家や小屋11号指
定区域はの市街化調整区域は店舗に使い起業することを考え要とさ件の根拠と思われる。を活用して、事務所や店舗に使い起業することを考え緩和する程度の市街化調整区域はことで必要とさ、秋田市郊外の市街化調整区域の空き家や小屋市の市街化調整区域は街地
から懸念するほど人が移動すると考える裏付けは何するほど人が低い移動すると考ええる裏付けは何けは何を言っているのか
だろうか？　仮に、多少の緩和で既存集落の人口がに使い起業することを考え、秋田市郊外の市街化調整区域の空き家や小屋多い。開発許可制度の解少の市街化調整区域は緩和で必要とさ既存集落のの市街化調整区域は人口が低い
増えるの市街化調整区域はで必要とさあれば、秋田市郊外の市街化調整区域の空き家や小屋既存集落のの市街化調整区域は維持と活性化に問題が生じている現状を紹介したい。と活性が低い化を活用して、事務所や店舗に使い起業することを考え図る
都市の市街化調整区域は計画に使い起業することを考え則した緩和と言える。した場合、それは市緩和と言われる。事業性のえる。



11号指定区域はの市街化調整区域は住や二地域居住を実現しようとした場合、それは市宅の市街化調整区域は不思われる。議
配を主とす偶者の利用に供する政令で定める公益上必要な・世帯構成員がその時々で判断も歓迎される含む）めて秋田市の市街化調整区域は内に使い起業することを考え家や小屋や小屋土地を活用して、事務所や店舗に使い起業することを考え
持と活性化に問題が生じている現状を紹介したい。っている場合は、秋田市郊外の市街化調整区域の空き家や小屋11号指定区域はに使い起業することを考え家や小屋を活用して、事務所や店舗に使い起業することを考え建てること
や小屋住や二地域居住を実現しようとした場合、それは市む時代にことが低い許可されない。相続ける市街化調整区域で、で必要とさの市街化調整区域は所や店舗に使い起業することを考え有は可。は可。

現しようとした場合、それは市在する。所や店舗に使い起業することを考え有は可。中 新たに所有た場合、それは市に使い起業することを考え所や店舗に使い起業することを考え有は可。 建築・購入・居
住や二地域居住を実現しようとした場合、それは市

市の市街化調整区域は街地の市街化調整区域は家や小屋 市の市街化調整区域は街地 建築　◯
購入　◯
居住や二地域居住を実現しようとした場合、それは市　◯

同じ基準で開発が行われるように秋田市と潟上 11号指定区域は 建築　☓
購入　◯
居住や二地域居住を実現しようとした場合、それは市　☓
購入しても歓迎される住や二地域居住を実現しようとした場合、それは市めない

同じ基準で開発が行われるように秋田市と潟上 市の市街化調整区域は街化調整区域は △
昭和 46年以前からからの市街化調整区域は
宅地の市街化調整区域はみ

同じ基準で開発が行われるように秋田市と潟上 都市の市街化調整区域は計画外の市街化調整区域の空き家や小屋 建築　◯
購入　◯
居住や二地域居住を実現しようとした場合、それは市　◯

11号指定区域はの市街化調整区域は
家や小屋

市の市街化調整区域は街地
※河辺・雄和地域とその他の秋田市で運用内容が異なる。先にに使い起業することを考え 11号指定区域は
に使い起業することを考え家や小屋が低い在する。る場合は問題が生じている現状を紹介したい。
ない不思われる。議な制度！？

建築　◯
購入　◯
居住や二地域居住を実現しようとした場合、それは市　◯

指定区域はで必要とさも歓迎される二地域は居住や二地域居住を実現しようとした場合、それは市の市街化調整区域は推進の担当部署からはを活用して、事務所や店舗に使い起業することを考えしているはずなの市街化調整区域はだ
が低い、秋田市郊外の市街化調整区域の空き家や小屋市の市街化調整区域は街地と市の市街化調整区域は街化調整区域はの市街化調整区域は二地域は居住や二地域居住を実現しようとした場合、それは市や小屋二拠と思われる。点生じている現状を紹介したい。
活を活用して、事務所や店舗に使い起業することを考え秋田市の市街化調整区域は民でが低い実現しようとした場合、それは市しに使い起業することを考えくい制度に使い起業することを考えなっている。



 河辺・雄和地域はに使い起業することを考えは 
緩和措置がある。が低いある

河辺・雄和地域はの市街化調整区域は幹線道路沿いは、かなり広いいは、秋田市郊外の市街化調整区域の空き家や小屋かなり広いい
範囲で必要とさ 12号区域は指定が低いされている。道路から
100 メ要素となる。人口ーは都市計画外区域トルの範囲で、準工業地域と同等の開の市街化調整区域は範囲で必要とさ、秋田市郊外の市街化調整区域の空き家や小屋準で開発が行われるように秋田市と潟工業することを考え地域はと同じ基準で開発が行われるように秋田市と潟等の市街化調整区域は開
発が低いで必要とさき家や小屋る。家や小屋と兼ねる兼用住宅のみ可能。商圏が周辺地域の用の可能性が低い住や二地域居住を実現しようとした場合、それは市宅と 3000㎡以上の市街化調整区域は店
舗に使い起業することを考えや小屋工場はで必要とさき家や小屋ないけど、秋田市郊外の市街化調整区域の空き家や小屋幅広いく開発が低い可能。

そして、秋田市郊外の市街化調整区域の空き家や小屋11号指定区域ははほとんど 12号指定区
域はと重複指定されているの市街化調整区域はで必要とさ、秋田市郊外の市街化調整区域の空き家や小屋河辺・雄和地域は
の市街化調整区域は 11号指定区域はは、秋田市郊外の市街化調整区域の空き家や小屋家や小屋も歓迎される兼ねる兼用住宅のみ可能。商圏が周辺地域の用の可能性が低い住や二地域居住を実現しようとした場合、それは市宅も歓迎されるアパーは都市計画外区域ト
も歓迎される工場も歓迎される店舗に使い起業することを考えも歓迎されるで必要とさき家や小屋る。

通じた交流人口や関係人口の拡大や地域振常の市街化調整区域は「市役所が何を言っているのか市の市街化調整区域は街化調整区域はで必要とさ建てられるも歓迎されるの市街化調整区域は」
許可で必要とさき家や小屋るも歓迎されるの市街化調整区域はの市街化調整区域は一例えば、秋田市郊外の市街化調整区域の空き家や小屋としては、秋田市郊外の市街化調整区域の空き家や小屋周辺の市街化調整区域は住や二地域居住を実現しようとした場合、それは市民でを活用して、事務所や店舗に使い起業することを考え主な事業対象にすることが求めらな
サーは都市計画外区域ビス対象の市街化調整区域は対象にすることが求めらとした場合、それは市店舗に使い起業することを考えなどで必要とさ、秋田市郊外の市街化調整区域の空き家や小屋市の市街化調整区域は街化が低い進の担当部署からはむ時代におそ
れが低いなく、秋田市郊外の市街化調整区域の空き家や小屋市の市街化調整区域は街化区域は内で必要とさ建てることが低い難しいしいか、秋田市郊外の市街化調整区域の空き家や小屋不
適当なも歓迎されるの市街化調整区域はを活用して、事務所や店舗に使い起業することを考え対象にすることが求めらとしています。−河辺・雄和地域の河辺・雄和地域はの市街化調整区域は
パンフレットから−河辺・雄和地域の

※河辺・雄和地域とその他の秋田市で運用内容が異なる。河辺・雄和地域はの市街化調整区域は合併後に客数に訂正されたの市街化調整区域は緩和措置がある。だが低い、秋田市郊外の市街化調整区域の空き家や小屋合
併前からからの市街化調整区域は秋田市の市街化調整区域はとの市街化調整区域は格差は実に大きい。同一は実に使い起業することを考え大き家や小屋い。同じ基準で開発が行われるように秋田市と潟一
市の市街化調整区域はの市街化調整区域は納税者の利用に供する政令で定める公益上必要ななの市街化調整区域はに使い起業することを考え公正されたさに使い起業することを考え欠ける。ける。

（河辺・雄和地域はで必要とさも歓迎される指定区域は以外の市街化調整区域の空き家や小屋に使い起業することを考えは緩和措置がある。は無さすぎて、来るものを拒む時代にい。合併は 2005
年。2014年に使い起業することを考え市の市街化調整区域は街化調整区域はが低い設や日用品の販売・加定。合併からすで必要とさに使い起業することを考え 18年。）



都市の市街化調整区域は計画課から許可が出ない可能が低い既存集落の維持と活性化に問題が生じている現状を紹介したい。
の市街化調整区域はた場合、それは市めに使い起業することを考えや小屋っていること　
◯第34条11号指定
◯６次産業することを考え化施設や日用品の販売・加の市街化調整区域は許可審査の簡素化の市街化調整区域は簡素となる。人口化
◯11号指定区域は内の市街化調整区域は既存建築物に使い起業することを考え対する
弾力的に県が指定している。な運用の可能性が低い　(空き家や小屋き家や小屋家や小屋の市街化調整区域は賃貸住や二地域居住を実現しようとした場合、それは市宅としての市街化調整区域は活用の可能性が低い等)

出ない可能典：秋田市の市街化調整区域は立地適正された化計画　平成30年３月 編集・発行/秋田市の市街化調整区域は都市の市街化調整区域は整備部都市の市街化調整区域は計画課から許可が出ない可能
(1) 居住や二地域居住を実現しようとした場合、それは市誘導区域は外の市街化調整区域の空き家や小屋を活用して、事務所や店舗に使い起業することを考え対象にすることが求めらとした場合、それは市施策　　　　　　　　　　　引き）の説明用の可能性が低いした場合、それは市も歓迎されるの市街化調整区域はに使い起業することを考え※河辺・雄和地域とその他の秋田市で運用内容が異なる。部分がわかる図加筆
施策の市街化調整区域は概要とさ 事業することを考え名

1 【全のために開発規制が厳しい。県内では域は(都市の市街化調整区域は計画区域は内)】
都市の市街化調整区域は計画基礎調査の簡素化を活用して、事務所や店舗に使い起業することを考え活用の可能性が低いした場合、それは市、秋田市郊外の市街化調整区域の空き家や小屋定期的に県が指定している。な跡地等発生じている現状を紹介したい。状を紹介したい。
況の動向を把握する。の市街化調整区域は動向を把握する。を活用して、事務所や店舗に使い起業することを考え把握する。する。

都市の市街化調整区域は計画基礎調査の簡素化➢都市計画基礎調査

2 【全のために開発規制が厳しい。県内では域は(都市の市街化調整区域は計画区域は内)】

地域は住や二地域居住を実現しようとした場合、それは市民でからの市街化調整区域は発意のもと、良好な生活環境の維持・の市街化調整区域はも歓迎されると、秋田市郊外の市街化調整区域の空き家や小屋良好な生活環境の維持・な生じている現状を紹介したい。活環境の違いがある。の市街化調整区域は維持と活性化に問題が生じている現状を紹介したい。・
形成を活用して、事務所や店舗に使い起業することを考え目的に県が指定している。とした場合、それは市、秋田市郊外の市街化調整区域の空き家や小屋地区計画の市街化調整区域は適用の可能性が低いに使い起業することを考えついて検討すす
る。

地区計画➢都市計画基礎調査

3 【市の市街化調整区域は街化調整区域は】
開発許可基準で開発が行われるように秋田市と潟の市街化調整区域は緩和に使い起業することを考えよる、秋田市郊外の市街化調整区域の空き家や小屋人口減少・少子高い。齢化に使い起業することを考え
おける集落の維持と活性化に問題が生じている現状を紹介したい。を活用して、事務所や店舗に使い起業することを考え進の担当部署からはめる。

※河辺・雄和地域とその他の秋田市で運用内容が異なる。集落のの市街化調整区域は維持と活性化に問題が生じている現状を紹介したい。・活性が低い化を活用して、事務所や店舗に使い起業することを考え進の担当部署からはめる方針が職員に共有されが低い職員がその時々で判断に使い起業することを考え共有は可。され
ているの市街化調整区域はか疑問。

都市の市街化調整区域は計画法に使い起業することを考え基づく開発行為➢都市計画基礎調査
の市街化調整区域は許可基準で開発が行われるように秋田市と潟に使い起業することを考え関する条例えば、秋田市郊外の市街化調整区域の空き家や小屋
(同じ基準で開発が行われるように秋田市と潟法第 34 条第 11 号)

※河辺・雄和地域とその他の秋田市で運用内容が異なる。第一種が何かは定かで低い層住や二地域居住を実現しようとした場合、それは市居専用の可能性が低いと同じ基準で開発が行われるように秋田市と潟等。
最小限で顧客名簿や資金計画を見るというのか理解に苦しむ。の市街化調整区域は緩和で必要とさ効果も最小限。も歓迎される最小限で顧客名簿や資金計画を見るというのか理解に苦しむ。。

4 【市の市街化調整区域は街化調整区域は】
集落のの市街化調整区域は維持と活性化に問題が生じている現状を紹介したい。・活性が低い化に使い起業することを考え資する 6次産業することを考え化施設や日用品の販売・加 ※河辺・雄和地域とその他の秋田市で運用内容が異なる。 の市街化調整区域は整備
に使い起業することを考え対する開発許可審査の簡素化手続ける市街化調整区域で、き家や小屋を活用して、事務所や店舗に使い起業することを考え簡素となる。人口化する。

開発許可の市街化調整区域は特例えば、秋田市郊外の市街化調整区域の空き家や小屋措置がある。➢都市計画基礎調査
※河辺・雄和地域とその他の秋田市で運用内容が異なる。農業することを考え以外の市街化調整区域の空き家や小屋に使い起業することを考えも歓迎される集落のの市街化調整区域は維持と活性化に問題が生じている現状を紹介したい。・活
性が低い化に使い起業することを考え資する事業することを考えはある。

5 【市の市街化調整区域は街化調整区域は】
上記3で必要とさ区域は指定した場合、それは市既存集落のに使い起業することを考えおいて、秋田市郊外の市街化調整区域の空き家や小屋コミュニテ
ィの維持を目的に、移住・定住や二地域居住を推進すの市街化調整区域は維持と活性化に問題が生じている現状を紹介したい。を活用して、事務所や店舗に使い起業することを考え目的に県が指定している。に使い起業することを考え、秋田市郊外の市街化調整区域の空き家や小屋移住や二地域居住を実現しようとした場合、それは市・定住や二地域居住を実現しようとした場合、それは市や小屋二地域は居住や二地域居住を実現しようとした場合、それは市を活用して、事務所や店舗に使い起業することを考え推進の担当部署からはす
ることとし、秋田市郊外の市街化調整区域の空き家や小屋長期に使い起業することを考えわた場合、それは市り適正されたに使い起業することを考え利用の可能性が低いされた場合、それは市既存建築
物に使い起業することを考え対する弾力的に県が指定している。な運用の可能性が低いを活用して、事務所や店舗に使い起業することを考え行う。
(空き家や小屋き家や小屋家や小屋の市街化調整区域は賃貸住や二地域居住を実現しようとした場合、それは市宅としての市街化調整区域は活用の可能性が低い等)
※河辺・雄和地域とその他の秋田市で運用内容が異なる。等とあるが低い実際にそれを実現しように使い起業することを考え許可されるの市街化調整区域はは賃貸住や二地域居住を実現しようとした場合、それは市宅の市街化調整区域はみ。

開発許可制度の市街化調整区域は弾力的に県が指定している。運用の可能性が低い➢都市計画基礎調査

※河辺・雄和地域とその他の秋田市で運用内容が異なる。すで必要とさに使い起業することを考え人口激減で必要とさ利便性が低いの市街化調整区域は低い
い集落のに使い起業することを考え賃貸住や二地域居住を実現しようとした場合、それは市宅需要とさ？も歓迎されるっと
柔軟な運用の三重県との比較に使い起業することを考え空き家や小屋き家や小屋家や小屋の市街化調整区域は利活用の可能性が低いを活用して、事務所や店舗に使い起業することを考え認めな
いと活性が低い化は無さすぎて、来るものを拒む時代に理。弾力的に県が指定している。運用の可能性が低い
の市街化調整区域は中身が不十分。が低い不十分がわかる図。



既存の市街化調整区域は建物の市街化調整区域は用の可能性が低い途変わらない古い運用。社会の更は積極は積極
的に県が指定している。に使い起業することを考え進の担当部署からはめる国土交通じた交流人口や関係人口の拡大や地域振省の指針の市街化調整区域は指針が職員に共有され

古い運用。社会のくから使い起業することを考えわれてき家や小屋た場合、それは市建物の市街化調整区域は周囲で必要とさは、秋田市郊外の市街化調整区域の空き家や小屋すで必要とさに使い起業することを考え
インフラが整備されているので、建物を利用しが低い整備されているの市街化調整区域はで必要とさ、秋田市郊外の市街化調整区域の空き家や小屋建物を活用して、事務所や店舗に使い起業することを考え利用の可能性が低いし
ても歓迎される新たに所有た場合、それは市な市の市街化調整区域は街化を活用して、事務所や店舗に使い起業することを考え促進の担当部署からはする可能性が低いは低いい。

ゆえに使い起業することを考え、秋田市郊外の市街化調整区域の空き家や小屋地域はの市街化調整区域は維持と活性化に問題が生じている現状を紹介したい。や小屋活性が低い化の市街化調整区域はた場合、それは市めに使い起業することを考えなること
に使い起業することを考えは、秋田市郊外の市街化調整区域の空き家や小屋柔軟な運用の三重県との比較に使い起業することを考え用の可能性が低い途変わらない古い運用。社会の更は積極を活用して、事務所や店舗に使い起業することを考えして差は実に大きい。同一し支えない。えない。

「市役所が何を言っているのか市の市街化調整区域は街化調整区域はに使い起業することを考え現しようとした場合、それは市に使い起業することを考え存在する。する古い運用。社会の民で家や小屋等を活用して、事務所や店舗に使い起業することを考え宿
泊施設や日用品の販売・加、秋田市郊外の市街化調整区域の空き家や小屋飲食べに来る顧客の住所確認をしない店等とすることや小屋、秋田市郊外の市街化調整区域の空き家や小屋既存集落のの市街化調整区域は維
持と活性化に問題が生じている現状を紹介したい。の市街化調整区域はた場合、それは市めに使い起業することを考え必要とさな賃貸住や二地域居住を実現しようとした場合、それは市宅等に使い起業することを考えすることなどが低い
考ええられる。」−河辺・雄和地域の開発許可制度運用の可能性が低い指針が職員に共有されより−河辺・雄和地域の

「市役所が何を言っているのか古い運用。社会の民で家や小屋等」に使い起業することを考えついては自治体に使い起業することを考えよって柔軟な運用の三重県との比較に使い起業することを考え
解できない」と言う反応が多い。開発許可制度の解釈や運用に工夫が無さすぎて、来るものを拒む時代にが低いで必要とさき家や小屋る。東京都は「市役所が何を言っているのか空き家や小屋き家や小屋家や小屋と空き家や小屋き家や小屋校の廃校が進んでいる・土地の資産価舎」」
に使い起業することを考えしている。「市役所が何を言っているのか飲食べに来る顧客の住所確認をしない店等」の市街化調整区域はところに使い起業することを考え「市役所が何を言っているのか店舗に使い起業することを考え」
を活用して、事務所や店舗に使い起業することを考え含む）めてることも歓迎されるで必要とさき家や小屋る。−河辺・雄和地域の国土交通じた交流人口や関係人口の拡大や地域振省の指針に使い起業することを考え確認−河辺・雄和地域の

市の市街化調整区域は街化調整区域はの市街化調整区域は空き家や小屋き家や小屋家や小屋や小屋小屋を活用して、事務所や店舗に使い起業することを考え店舗に使い起業することを考え・事業することを考え所や店舗に使い起業することを考え
に使い起業することを考えすることも歓迎される可能に使い起業することを考えする指針が職員に共有されだが低い、秋田市郊外の市街化調整区域の空き家や小屋秋田市の市街化調整区域は都市の市街化調整区域は
計画課から許可が出ない可能は緩和地域はに使い起業することを考え限で顧客名簿や資金計画を見るというのか理解に苦しむ。った場合、それは市賃貸住や二地域居住を実現しようとした場合、それは市宅しか認めな
い。緩和的に県が指定している。指針が職員に共有されを活用して、事務所や店舗に使い起業することを考え国が低い出ない可能すの市街化調整区域はは、秋田市郊外の市街化調整区域の空き家や小屋地域はの市街化調整区域は著しいしい
衰退が急激に進んでいるから。秋田市も社会のが低い急激に使い起業することを考え進の担当部署からはんで必要とさいるから。秋田市の市街化調整区域はも歓迎される社会のの市街化調整区域は
変わらない古い運用。社会の化に使い起業することを考え対応が多い。開発許可制度の解する柔軟な運用の三重県との比較な運用の可能性が低いに使い起業することを考えする必要とさが低いある。



『農地付けは何き家や小屋空き家や小屋き家や小屋家や小屋』の手引きの市街化調整区域は手引き）の説明き家や小屋
~ 田園回帰等の市街化調整区域は移住や二地域居住を実現しようとした場合、それは市促進の担当部署からはに使い起業することを考え向を把握する。けて　　
空き家や小屋き家や小屋家や小屋や小屋農地を活用して、事務所や店舗に使い起業することを考え地域は資源として活用 として活用の可能性が低い ~

空き家や小屋き家や小屋家や小屋は上手く使い起業することを考ええば地域はの市街化調整区域は「市役所が何を言っているのか資源として活用 」となるも歓迎される
の市街化調整区域はで必要とさあり、秋田市郊外の市街化調整区域の空き家や小屋地域はの市街化調整区域は合意のもと、良好な生活環境の維持・形成の市街化調整区域は中で必要とさこうした場合、それは市資源として活用 
を活用して、事務所や店舗に使い起業することを考え活用の可能性が低いしていくことで必要とさ地方創生じている現状を紹介したい。や小屋地域はの市街化調整区域は活力の市街化調整区域は
維持と活性化に問題が生じている現状を紹介したい。・向を把握する。上に使い起業することを考えつなが低いることも歓迎される期待されます。されます。

戸建て住や二地域居住を実現しようとした場合、それは市宅の市街化調整区域はいわゆる「市役所が何を言っているのかその市街化調整区域は他の秋田市で運用内容が異なる。空き家や小屋き家や小屋家や小屋」の市街化調整区域は取得
原因は、相続が半数以上を占めています。空きは、秋田市郊外の市街化調整区域の空き家や小屋相続ける市街化調整区域で、が低い半を周辺地域の人で占めなければならな数の過半を周辺地域の人で占めなければならな以上を活用して、事務所や店舗に使い起業することを考え占めなければならなめています。空き家や小屋き家や小屋
家や小屋の市街化調整区域は所や店舗に使い起業することを考え有は可。者の利用に供する政令で定める公益上必要なの市街化調整区域は約 4分がわかる図の市街化調整区域は 1が低い遠隔地(車・電車など
で必要とさ 1時間超)に使い起業することを考え居住や二地域居住を実現しようとした場合、それは市していることから、秋田市郊外の市街化調整区域の空き家や小屋所や店舗に使い起業することを考え有は可。者の利用に供する政令で定める公益上必要なが低い
日常的に県が指定している。に使い起業することを考え空き家や小屋き家や小屋家や小屋の市街化調整区域は適正されたな管理が低い行うことが低い難しいし
い面から考えても、秋田で必要とさも歓迎されるあります。他の秋田市で運用内容が異なる。方、秋田市郊外の市街化調整区域の空き家や小屋資産として有は可。効活用の可能性が低いで必要とさ
き家や小屋る空き家や小屋き家や小屋家や小屋に使い起業することを考えついても歓迎される、秋田市郊外の市街化調整区域の空き家や小屋空き家や小屋き家や小屋家や小屋に使い起業することを考え関する情や住人の利益を中心に考え報提
供する政令で定める公益上必要な媒体や小屋流通じた交流人口や関係人口の拡大や地域振・活用の可能性が低いに使い起業することを考え係るノウハウの市街化調整区域は不足等に使い起業することを考え
よる需給のミスマッチが生じている等の課題がの市街化調整区域はミス対象マッチが生じている等の課題がが低い生じている現状を紹介したい。じている等の市街化調整区域は課から許可が出ない可能題が生じている現状を紹介したい。が低い
あります。

しかし、秋田市郊外の市街化調整区域の空き家や小屋そも歓迎されるそも歓迎される住や二地域居住を実現しようとした場合、それは市宅は国民での市街化調整区域は貴重な資産た場合、それは市る
不動産ス対象トックは市街化調整区域で必要とさあり、秋田市郊外の市街化調整区域の空き家や小屋流通じた交流人口や関係人口の拡大や地域振等を活用して、事務所や店舗に使い起業することを考え通じた交流人口や関係人口の拡大や地域振じてその市街化調整区域は有は可。
効活用の可能性が低いを活用して、事務所や店舗に使い起業することを考え図ることは、秋田市郊外の市街化調整区域の空き家や小屋所や店舗に使い起業することを考え有は可。者の利用に供する政令で定める公益上必要なに使い起業することを考えとって資産活用の可能性が低い
に使い起業することを考えなるばかりか、秋田市郊外の市街化調整区域の空き家や小屋我が国の社が低い国の市街化調整区域は社会の経済にとってはに使い起業することを考えとっては
豊かさの向上につながるものです。かさの市街化調整区域は向を把握する。上に使い起業することを考えつなが低いるも歓迎されるの市街化調整区域はで必要とさす。
※河辺・雄和地域とその他の秋田市で運用内容が異なる。この市街化調整区域は項は全て「農地付き空き家」の手引きからの引用は全のために開発規制が厳しい。県内ではて「市役所が何を言っているのか農地付けは何き家や小屋空き家や小屋き家や小屋家や小屋」の市街化調整区域は手引き）の説明き家や小屋からの市街化調整区域は引き）の説明用の可能性が低い



　放っておくと価値が　っておくと価の安い値を参照して記載が低い　
無さすぎて、来るものを拒む時代にくなってしまう空き家や小屋き家や小屋家や小屋

空き家や小屋き家や小屋家や小屋問題が生じている現状を紹介したい。対策は時間との市街化調整区域は戦いで一日でも早くいで必要とさ一日で必要とさも歓迎される早くく
空き家や小屋き家や小屋家や小屋を活用して、事務所や店舗に使い起業することを考え使い起業することを考えう事が低い大切。そうしないと家や小屋が低い日に使い起業することを考え
日に使い起業することを考え傷んでしまう。んで必要とさしまう。

利用の可能性が低いしないで必要とさいると劣化が低い進の担当部署からはんで必要とさしまい

不動産
↓

負動産
↓

腐動産
と悪い方に変化してしまい最後は廃墟になるい方に使い起業することを考え変わらない古い運用。社会の化してしまい最後に客数に訂正されたは廃墟になるに使い起業することを考えなる

家や小屋の市街化調整区域は管理が低い悪い方に変化してしまい最後は廃墟になるいと固定資産税の市街化調整区域は減免措置がある。が低い無さすぎて、来るものを拒む時代にく
なる制度なども歓迎される実施される。制限で顧客名簿や資金計画を見るというのか理解に苦しむ。を活用して、事務所や店舗に使い起業することを考え強めるならめるなら、秋田市郊外の市街化調整区域の空き家や小屋
同じ基準で開発が行われるように秋田市と潟時に使い起業することを考え所や店舗に使い起業することを考え有は可。する空き家や小屋き家や小屋家や小屋等の市街化調整区域は流動性が低いが低い向を把握する。上する施
策の市街化調整区域は実施も歓迎される必要とさとなる。市の市街化調整区域は民での市街化調整区域は持と活性化に問題が生じている現状を紹介したい。つ地域は資産の市街化調整区域は
価の安い値を参照して記載や小屋利益が低い損なわれないようにするために、なわれないように使い起業することを考えするた場合、それは市めに使い起業することを考え、秋田市郊外の市街化調整区域の空き家や小屋
空き家や小屋き家や小屋家や小屋等の市街化調整区域は利活用の可能性が低いを活用して、事務所や店舗に使い起業することを考えしや小屋すくする実効性が低いの市街化調整区域はある
業することを考え務を活用して、事務所や店舗に使い起業することを考え迅速に行う責任が秋田市役所にはある。に使い起業することを考え行う責任が秋田市役所にはある。が低い秋田市の市街化調整区域は役所や店舗に使い起業することを考えに使い起業することを考えはある。



活用の可能性が低いしや小屋すくなれば
　　経済にとってはも歓迎される動く　　

郊外の市街化調整区域の空き家や小屋の市街化調整区域は物件の根拠と思われる。は土地の市街化調整区域は単価の安いが低い市の市街化調整区域は街地よりも歓迎される
安いいけれど、秋田市郊外の市街化調整区域の空き家や小屋土地も歓迎される家や小屋も歓迎される広いいの市街化調整区域はで必要とさ売するのはダメとも言われる。事業性の買ささ
れれば数の過半を周辺地域の人で占めなければならな百万から千万単位のお金が動くから千万から千万単位のお金が動く単位のお金が動くの市街化調整区域はお金が低い動く。

売するのはダメとも言われる。事業性のり手と買さい手。工務店や小屋資材屋。そし
て金融機関などで必要とさ取引き）の説明が低い発生じている現状を紹介したい。する。

10軒の空き家が売買され活用されればの市街化調整区域は空き家や小屋き家や小屋家や小屋が低い売するのはダメとも言われる。事業性の買さされ活用の可能性が低いされれば、秋田市郊外の市街化調整区域の空き家や小屋
億単位のお金が動くの市街化調整区域は経済にとっては活動に使い起業することを考えなる可能性が低いが低いある。

今まで必要とさはせっかくの市街化調整区域は経済にとっては活動の市街化調整区域は機会のを活用して、事務所や店舗に使い起業することを考え何を言っているのか
度も歓迎される逸失していたと思う。逆に言うと、していた場合、それは市と思われる。う。逆に言うと、に使い起業することを考え言われる。事業性のうと、秋田市郊外の市街化調整区域の空き家や小屋
郊外の市街化調整区域の空き家や小屋の市街化調整区域は空き家や小屋き家や小屋家や小屋を活用して、事務所や店舗に使い起業することを考え使い起業することを考えいや小屋すい制度に使い起業することを考えすれば、秋田市郊外の市街化調整区域の空き家や小屋
経済にとっては活動の市街化調整区域は機会のが低い生じている現状を紹介したい。まれる。

弾力的に県が指定している。な開発許可制度の市街化調整区域は運用の可能性が低いは、秋田市郊外の市街化調整区域の空き家や小屋コス対象ト
の市街化調整区域はかからない経済にとっては政策で必要とさあり、秋田市郊外の市街化調整区域の空き家や小屋農山村・
既存集落のの市街化調整区域は維持と活性化に問題が生じている現状を紹介したい。と活性が低い化や小屋人口減少や小屋空き家や小屋
き家や小屋家や小屋の市街化調整区域は増加問題が生じている現状を紹介したい。の市街化調整区域は対策に使い起業することを考えも歓迎されるなる。柔軟な運用の三重県との比較な
運用の可能性が低いが低い実現しようとした場合、それは市すれば民で間の市街化調整区域は活力が低いいき家や小屋る。



都市の市街化調整区域は計画課から許可が出ない可能の市街化調整区域は各種が何かは定かで計画書や顧客名簿を確認。資金に使い起業することを考えは
こう書や顧客名簿を確認。資金いてある

◯農村集落のの市街化調整区域はコミュニティの維持を目的に、移住・定住や二地域居住を推進すの市街化調整区域は維持と活性化に問題が生じている現状を紹介したい。：将来ることがダメ要素となる。人口に使い起業することを考えおいても歓迎される後に客数に訂正された期高い。
齢者の利用に供する政令で定める公益上必要なが低い増加していく見るというのか理解に苦しむ。込みであり、その傾向は郊外部や集みで必要とさあり、秋田市郊外の市街化調整区域の空き家や小屋その市街化調整区域は傾向を把握する。は郊外の市街化調整区域の空き家や小屋部や小屋集
落の部ほど顕著しいで必要とさあり、秋田市郊外の市街化調整区域の空き家や小屋地域はコミュニティの維持を目的に、移住・定住や二地域居住を推進すの市街化調整区域は維持と活性化に問題が生じている現状を紹介したい。が低い求めらめられ
ます。

◯農業することを考え集落ので必要とさは、秋田市郊外の市街化調整区域の空き家や小屋地域はが低い持と活性化に問題が生じている現状を紹介したい。つ魅力や小屋ス対象トックは市街化調整区域を活用して、事務所や店舗に使い起業することを考え生じている現状を紹介したい。かし、秋田市郊外の市街化調整区域の空き家や小屋都
市の市街化調整区域は住や二地域居住を実現しようとした場合、それは市民でとの市街化調整区域は交流拡大や小屋移住や二地域居住を実現しようとした場合、それは市 、秋田市郊外の市街化調整区域の空き家や小屋二地域は居住や二地域居住を実現しようとした場合、それは市策を活用して、事務所や店舗に使い起業することを考え進の担当部署からはめ、秋田市郊外の市街化調整区域の空き家や小屋コミュ
ニティの維持を目的に、移住・定住や二地域居住を推進す形成の市街化調整区域は維持と活性化に問題が生じている現状を紹介したい。・活性が低い化を活用して、事務所や店舗に使い起業することを考え目指す。

◯市の市街化調整区域は街化調整区域はの市街化調整区域は空き家や小屋き家や小屋家や小屋等で必要とさは、秋田市郊外の市街化調整区域の空き家や小屋都市の市街化調整区域は計画制度の市街化調整区域は導入な
どに使い起業することを考えより、秋田市郊外の市街化調整区域の空き家や小屋農産物の市街化調整区域は産直しをして欲しい。施設や日用品の販売・加や小屋農家や小屋民で宿、秋田市郊外の市街化調整区域の空き家や小屋体験農園等とし
ての市街化調整区域は利活用の可能性が低いを活用して、事務所や店舗に使い起業することを考え促進の担当部署からはし、秋田市郊外の市街化調整区域の空き家や小屋都市の市街化調整区域はと農村の市街化調整区域は交流の市街化調整区域は場の市街化調整区域は創出ない可能と地域は
の市街化調整区域は活力向を把握する。上を活用して、事務所や店舗に使い起業することを考え検討すします。

◯既存集落のの市街化調整区域は維持と活性化に問題が生じている現状を紹介したい。・活性が低い化や小屋企業することを考え誘致等の市街化調整区域は本市の市街化調整区域はの市街化調整区域は産業することを考え振興の担当部署からも歓迎される
に使い起業することを考え資する計画的に県が指定している。な開発は、秋田市郊外の市街化調整区域の空き家や小屋都心に考え・中心に考え市の市街化調整区域は街地および地域中地域は中
心に考えへの市街化調整区域は影響や市街化の促進など周辺環境への影響等を勘案や小屋市の市街化調整区域は街化の市街化調整区域は促進の担当部署からはなど周辺環境の違いがある。への市街化調整区域は影響や市街化の促進など周辺環境への影響等を勘案等を活用して、事務所や店舗に使い起業することを考え勘案
し、秋田市郊外の市街化調整区域の空き家や小屋許容が異なる。するも歓迎されるの市街化調整区域はとします。

◯集落の部に使い起業することを考えおいては、秋田市郊外の市街化調整区域の空き家や小屋市の市街化調整区域は内外の市街化調整区域の空き家や小屋からの市街化調整区域は移住や二地域居住を実現しようとした場合、それは市・二地域は居住や二地域居住を実現しようとした場合、それは市の市街化調整区域は受
け皿として、秋田市郊外の市街化調整区域の空き家や小屋空き家や小屋き家や小屋地・空き家や小屋き家や小屋家や小屋等低い・未利用の可能性が低い地の市街化調整区域は活用の可能性が低いを活用して、事務所や店舗に使い起業することを考え促進の担当部署からは
します。

※河辺・雄和地域とその他の秋田市で運用内容が異なる。既存集落のの市街化調整区域は維持と活性化に問題が生じている現状を紹介したい。と活性が低い化の市街化調整区域は必要とさ性が低いが低い繰り返し書かれていり返し書かれていし書や顧客名簿を確認。資金かれてい
る。都市の市街化調整区域は計画課から許可が出ない可能が低い時代にや小屋社会の環境の違いがある。に使い起業することを考え合わせて制度運用の可能性が低いを活用して、事務所や店舗に使い起業することを考え変わらない古い運用。社会の
えていかないと、秋田市郊外の市街化調整区域の空き家や小屋秋田市の市街化調整区域はの市街化調整区域は既存集落のの市街化調整区域は維持と活性化に問題が生じている現状を紹介したい。・活性が低い化は進の担当部署からはま
ない。開発許可制度の市街化調整区域は運用の可能性が低いの市街化調整区域は細則した緩和と言える。は都市の市街化調整区域は整備部の市街化調整区域は部長決裁
に使い起業することを考えよるも歓迎されるの市街化調整区域はなの市街化調整区域はで必要とさ、秋田市郊外の市街化調整区域の空き家や小屋担当部署からはの市街化調整区域は問題が生じている現状を紹介したい。意のもと、良好な生活環境の維持・識とやる気次第。とや小屋る気になれば実は秋田市でも柔軟な運用は可能次第。



人口減少・移住や二地域居住を実現しようとした場合、それは市定住や二地域居住を実現しようとした場合、それは市対策課から許可が出ない可能で必要とさは
こんなことを活用して、事務所や店舗に使い起業することを考え書や顧客名簿を確認。資金いている

秋田市の市街化調整区域はシティの維持を目的に、移住・定住や二地域居住を推進すプロモーは都市計画外区域ション基本方針が職員に共有され

■現しようとした場合、それは市状を紹介したい。 I
1ターは都市計画外区域ゲットを活用して、事務所や店舗に使い起業することを考え意のもと、良好な生活環境の維持・識とやる気次第。した場合、それは市取組が少ないが低い少ない
2「市役所が何を言っているのかシティの維持を目的に、移住・定住や二地域居住を推進すプロモーは都市計画外区域ション」の市街化調整区域は捉え方や概念が課所室もしくは職員え方や小屋概念するほど人が移動すると考える裏付けは何が低い課から許可が出ない可能所や店舗に使い起業することを考え室も歓迎されるしくは職員がその時々で判断
一人ひとり様々な面から考えても、秋田で必要とさで必要とさあり意のもと、良好な生活環境の維持・思われる。統一が低い図られていない
3 本市の市街化調整区域は職員がその時々で判断に使い起業することを考えシティの維持を目的に、移住・定住や二地域居住を推進すプロモーは都市計画外区域ションという意のもと、良好な生活環境の維持・識とやる気次第。が低い醸成されていない
4 多い。開発許可制度の解くの市街化調整区域は課から許可が出ない可能所や店舗に使い起業することを考え室が低い秋田市の市街化調整区域はの市街化調整区域は統一した場合、それは市キャッチが生じている等の課題がコピーは都市計画外区域や小屋ロゴマーは都市計画外区域クは市街化調整区域は
必要とさないと捉え方や概念が課所室もしくは職員えている

■課から許可が出ない可能題が生じている現状を紹介したい。
1 一体的に県が指定している。な取組が少ないを活用して、事務所や店舗に使い起業することを考え検討すする場を活用して、事務所や店舗に使い起業することを考え創出ない可能する必要とさが低いある
2 全のために開発規制が厳しい。県内では庁の、移住定住促進の担当部署からは的に県が指定している。に使い起業することを考え取り組が少ないむ時代にべき家や小屋ターは都市計画外区域ゲット、秋田市郊外の市街化調整区域の空き家や小屋発信すべきメッセージ等の整すべき家や小屋メ要素となる。人口ッセーは都市計画外区域ジの数値を参照して記載等の市街化調整区域は整
理、秋田市郊外の市街化調整区域の空き家や小屋検討すが低い必要とさ
3 魅力的に県が指定している。で必要とさ有は可。効な情や住人の利益を中心に考え報発信すべきメッセージ等の整の市街化調整区域は必要とさ性が低いを活用して、事務所や店舗に使い起業することを考え共有は可。する必要とさが低いある
4 課から許可が出ない可能所や店舗に使い起業することを考え室長を活用して、事務所や店舗に使い起業することを考えはじめ全のために開発規制が厳しい。県内では職員がその時々で判断の市街化調整区域は「市役所が何を言っているのかシティの維持を目的に、移住・定住や二地域居住を推進すプロモーは都市計画外区域ション」に使い起業することを考え対する意のもと、良好な生活環境の維持・
識とやる気次第。の市街化調整区域は醸成と共有は可。

■定住や二地域居住を実現しようとした場合、それは市人口に使い起業することを考え関する情や住人の利益を中心に考え報発信すべきメッセージ等の整
定住や二地域居住を実現しようとした場合、それは市人口に使い起業することを考え関する情や住人の利益を中心に考え報発信すべきメッセージ等の整に使い起業することを考えついては、秋田市郊外の市街化調整区域の空き家や小屋流出ない可能抑制と新たに所有た場合、それは市な人口の市街化調整区域は呼
び地域中込みであり、その傾向は郊外部や集み(Uターは都市計画外区域ン、秋田市郊外の市街化調整区域の空き家や小屋Iターは都市計画外区域ン)の市街化調整区域は両面から考えても、秋田で必要とさから捉え方や概念が課所室もしくは職員えなければなりません。
本市の市街化調整区域はの市街化調整区域は取組が少ないの市街化調整区域は現しようとした場合、それは市状を紹介したい。調査の簡素化で必要とさ明され、後に客数に訂正されたらかに使い起業することを考えなった場合、それは市ように使い起業することを考え、秋田市郊外の市街化調整区域の空き家や小屋各課から許可が出ない可能所や店舗に使い起業することを考え室に使い起業することを考えおける
事業することを考え周知等の市街化調整区域は取組が少ないの市街化調整区域は 7割以上は秋田市の市街化調整区域は民での市街化調整区域はた場合、それは市めに使い起業することを考え秋田市の市街化調整区域は内で必要とさ行われ
ており、秋田市郊外の市街化調整区域の空き家や小屋約 50%の市街化調整区域は課から許可が出ない可能所や店舗に使い起業することを考え室が低い事業することを考え周知方法に使い起業することを考え課から許可が出ない可能題が生じている現状を紹介したい。が低いあると感じていじてい
ます。

※河辺・雄和地域とその他の秋田市で運用内容が異なる。宣伝の前に各課の制度・業務に一貫性が必要。課によっの市街化調整区域は前からに使い起業することを考え各課から許可が出ない可能の市街化調整区域は制度・業することを考え務に使い起業することを考え一貫して変わらない古い運用。社会の性が低いが低い必要とさ。課から許可が出ない可能に使い起業することを考えよっ
てちぐはぐで必要とさは市の市街化調整区域は民でも歓迎される移住や二地域居住を実現しようとした場合、それは市者の利用に供する政令で定める公益上必要なも歓迎される困る。県民かつ市民であるる。県民でかつ市の市街化調整区域は民でで必要とさある
立場から見るというのか理解に苦しむ。ても歓迎される、秋田市郊外の市街化調整区域の空き家や小屋県都で必要とさあることを活用して、事務所や店舗に使い起業することを考え考ええても歓迎される、秋田市郊外の市街化調整区域の空き家や小屋県と市の市街化調整区域はの市街化調整区域は間
に使い起業することを考えも歓迎される制度や小屋業することを考え務に使い起業することを考え整合性が低いが低い必要とさ。PR映像にもある農山村のに使い起業することを考えも歓迎されるある農山村の市街化調整区域は
利活用の可能性が低いを活用して、事務所や店舗に使い起業することを考え本気になれば実は秋田市でも柔軟な運用は可能で必要とさ促進の担当部署からはしないと秋田の市街化調整区域は宣伝の前に各課の制度・業務に一貫性が必要。課によっに使い起業することを考え偽りありとなるりありとなる。



企画調整課から許可が出ない可能の市街化調整区域は「市役所が何を言っているのか県都『あき家や小屋た場合、それは市』の手引き創生じている現状を紹介したい。プラが整備されているので、建物を利用し
ン」に使い起業することを考えはこう書や顧客名簿を確認。資金いてある
「市役所が何を言っているのか県都『あき家や小屋た場合、それは市』の手引き創生じている現状を紹介したい。プラが整備されているので、建物を利用しン」　企画財政部企画調整課から許可が出ない可能 令が定められた半世紀以上前から和 3年3月
とも歓迎されるに使い起業することを考えつくり　とも歓迎されるに使い起業することを考え生じている現状を紹介したい。き家や小屋る　人・まち・くらし
~元気になれば実は秋田市でも柔軟な運用は可能と豊かさの向上につながるものです。かさを活用して、事務所や店舗に使い起業することを考え次世代にに使い起業することを考え 人口減少を活用して、事務所や店舗に使い起業することを考え乗り越えてり越してしまう。えて~

◯農山村地域はに使い起業することを考えある多い。開発許可制度の解様な地域は資源として活用 を活用して、事務所や店舗に使い起業することを考え有は可。効活用の可能性が低いした場合、それは市人を活用して、事務所や店舗に使い起業することを考え呼
び地域中込みであり、その傾向は郊外部や集む時代にた場合、それは市めの市街化調整区域は取組が少ないが低い求めらめられています。

◯魅力ある体験プログラが整備されているので、建物を利用しム等を通じて都市農村交流を促進等を活用して、事務所や店舗に使い起業することを考え通じた交流人口や関係人口の拡大や地域振じて都市の市街化調整区域は農村交流を活用して、事務所や店舗に使い起業することを考え促進の担当部署からは
するととも歓迎されるに使い起業することを考え、秋田市郊外の市街化調整区域の空き家や小屋民で間活力を活用して、事務所や店舗に使い起業することを考えいかしなが低いら、秋田市郊外の市街化調整区域の空き家や小屋農山村資源として活用 や小屋自
然環境の違いがある。を活用して、事務所や店舗に使い起業することを考え有は可。効活用の可能性が低いした場合、それは市新たに所有た場合、それは市なビジの数値を参照して記載ネス対象の市街化調整区域は創出ない可能、秋田市郊外の市街化調整区域の空き家や小屋周辺環境の違いがある。整
備などの市街化調整区域は取組が少ないを活用して、事務所や店舗に使い起業することを考え進の担当部署からはめ、秋田市郊外の市街化調整区域の空き家や小屋働き方や余暇活動に関する多様なき家や小屋方や小屋余暇活動に使い起業することを考え関する多い。開発許可制度の解様な
ニーは都市計画外区域ズを取り込むことにより関係人口 を創出するなど、を活用して、事務所や店舗に使い起業することを考え取り込みであり、その傾向は郊外部や集む時代にことに使い起業することを考えより関係人口 を活用して、事務所や店舗に使い起業することを考え創出ない可能するなど、秋田市郊外の市街化調整区域の空き家や小屋農
山村地域はの市街化調整区域は活性が低い化を活用して、事務所や店舗に使い起業することを考え図ります。

◯熊等の市街化調整区域は野生じている現状を紹介したい。動物の市街化調整区域は出ない可能没が増加しているため、緩衝帯の役が低い増加しているた場合、それは市め、秋田市郊外の市街化調整区域の空き家や小屋緩衝帯の市街化調整区域は役
割を活用して、事務所や店舗に使い起業することを考え持と活性化に問題が生じている現状を紹介したい。つ里山を活用して、事務所や店舗に使い起業することを考え適正されたに使い起業することを考え管理する必要とさが低いあります。

◯都市の市街化調整区域はの市街化調整区域は便利さと豊かさの向上につながるものです。かな自然が低いほどよく調和した場合、それは市まちとい
う本市の市街化調整区域はの市街化調整区域は魅力を活用して、事務所や店舗に使い起業することを考え市の市街化調整区域は内外の市街化調整区域の空き家や小屋へ戦いで一日でも早く略的に県が指定している。に使い起業することを考え PRするととも歓迎されるに使い起業することを考え、秋田市郊外の市街化調整区域の空き家や小屋その市街化調整区域は良
さを活用して、事務所や店舗に使い起業することを考え実際にそれを実現しように使い起業することを考え体験しても歓迎されるらうた場合、それは市めの市街化調整区域は取組が少ないを活用して、事務所や店舗に使い起業することを考え強めるなら化します。また場合、それは市、秋田市郊外の市街化調整区域の空き家や小屋
進の担当部署からは学、秋田市郊外の市街化調整区域の空き家や小屋就職等で必要とさ転出ない可能した場合、それは市本市の市街化調整区域は出ない可能身が不十分。者の利用に供する政令で定める公益上必要なの市街化調整区域は U ターは都市計画外区域ンや小屋、秋田市郊外の市街化調整区域の空き家や小屋市の市街化調整区域は内の市街化調整区域は
大学への市街化調整区域は進の担当部署からは学等を活用して、事務所や店舗に使い起業することを考えき家や小屋っかけに使い起業することを考え転入した場合、それは市若しくは修理その他の業務を営む店舗者の利用に供する政令で定める公益上必要なの市街化調整区域は定着も含め、も歓迎される含む）め、秋田市郊外の市街化調整区域の空き家や小屋
県外の市街化調整区域の空き家や小屋からの市街化調整区域は移住や二地域居住を実現しようとした場合、それは市者の利用に供する政令で定める公益上必要なを活用して、事務所や店舗に使い起業することを考え積極的に県が指定している。に使い起業することを考え受け入れ、秋田市郊外の市街化調整区域の空き家や小屋定着も含め、に使い起業することを考えつなげられ
る環境の違いがある。の市街化調整区域は整備に使い起業することを考え引き）の説明き家や小屋続ける市街化調整区域で、き家や小屋努めます。加えて、都市住民の意めます。加えて、秋田市郊外の市街化調整区域の空き家や小屋都市の市街化調整区域は住や二地域居住を実現しようとした場合、それは市民での市街化調整区域は意のもと、良好な生活環境の維持・
識とやる気次第。・行動の市街化調整区域は変わらない古い運用。社会の化に使い起業することを考え応が多い。開発許可制度の解じた場合、それは市施策の市街化調整区域は実施に使い起業することを考えより、秋田市郊外の市街化調整区域の空き家や小屋移住や二地域居住を実現しようとした場合、それは市の市街化調整区域はさらな
る促進の担当部署からはに使い起業することを考え努めます。加えて、都市住民の意めます。

※河辺・雄和地域とその他の秋田市で運用内容が異なる。既存集落のの市街化調整区域は空き家や小屋き家や小屋家や小屋等は有は可。効活用の可能性が低いするべき家や小屋「市役所が何を言っているのか多い。開発許可制度の解様な地域は資
源として活用 」の市街化調整区域は一つで必要とさあり、秋田市郊外の市街化調整区域の空き家や小屋柔軟な運用の三重県との比較な利活用の可能性が低いの市街化調整区域は推進の担当部署からはは「市役所が何を言っているのか農山村地域はの市街化調整区域は
活性が低い化」「市役所が何を言っているのか移住や二地域居住を実現しようとした場合、それは市の市街化調整区域はさらなる促進の担当部署からは」に使い起業することを考えつなが低いる。



産業することを考え振興の担当部署からも歓迎される部は農山村振興の担当部署からも歓迎されるの市街化調整区域は計
画に使い起業することを考えこんなことを活用して、事務所や店舗に使い起業することを考え書や顧客名簿を確認。資金いている

基本方針が職員に共有されの市街化調整区域は一つに使い起業することを考え、秋田市郊外の市街化調整区域の空き家や小屋地域は資源として活用 や小屋民で間活力を活用して、事務所や店舗に使い起業することを考えいか
した場合、それは市農村の市街化調整区域は活性が低い化を活用して、事務所や店舗に使い起業することを考え定めており、秋田市郊外の市街化調整区域の空き家や小屋都市の市街化調整区域はと農村の市街化調整区域は
人的に県が指定している。交流の市街化調整区域は拡大に使い起業することを考えよる関係人口の市街化調整区域は創出ない可能を活用して、事務所や店舗に使い起業することを考えはじめ、秋田市郊外の市街化調整区域の空き家や小屋
地域は資源として活用 や小屋自然環境の違いがある。を活用して、事務所や店舗に使い起業することを考え有は可。効活用の可能性が低いした場合、それは市新たに所有た場合、それは市なビジの数値を参照して記載
ネス対象の市街化調整区域は創出ない可能、秋田市郊外の市街化調整区域の空き家や小屋周辺環境の違いがある。の市街化調整区域は整備、秋田市郊外の市街化調整区域の空き家や小屋都市の市街化調整区域は住や二地域居住を実現しようとした場合、それは市民でを活用して、事務所や店舗に使い起業することを考えはじ
め様々な面から考えても、秋田で必要とさな主な事業対象にすることが求めら体の市街化調整区域は参画に使い起業することを考えよる元気になれば実は秋田市でも柔軟な運用は可能なむ時代にらづくりの市街化調整区域は
推進の担当部署からは、秋田市郊外の市街化調整区域の空き家や小屋他の秋田市で運用内容が異なる。分がわかる図野との市街化調整区域は連携による誘客の促進を図るに使い起業することを考えよる誘客が来ることがダメ要素となる。人口の市街化調整区域は促進の担当部署からはを活用して、事務所や店舗に使い起業することを考え図る
こととしています。

本市の市街化調整区域はへの市街化調整区域は観光や出張等による来訪をきっかけにや小屋出ない可能張等に使い起業することを考えよる来ることがダメ要素となる。人口訪をきっかけにを活用して、事務所や店舗に使い起業することを考えき家や小屋っかけに使い起業することを考え、秋田市郊外の市街化調整区域の空き家や小屋
地域はの市街化調整区域は人との市街化調整区域は交流や小屋イベント、秋田市郊外の市街化調整区域の空き家や小屋体験プログラが整備されているので、建物を利用しム等を通じて都市農村交流を促進
等への市街化調整区域は参加者の利用に供する政令で定める公益上必要ななどの市街化調整区域は「市役所が何を言っているのか参加・交流型」の関係人」の市街化調整区域は関係人
口、秋田市郊外の市街化調整区域の空き家や小屋テレワーは都市計画外区域クは市街化調整区域や小屋ワーは都市計画外区域ケーは都市計画外区域ション等に使い起業することを考えよる「市役所が何を言っているのか就
労型」の関係人」の市街化調整区域は関係人口を活用して、事務所や店舗に使い起業することを考え、秋田市郊外の市街化調整区域の空き家や小屋地域は産業することを考えの市街化調整区域は創出ない可能、秋田市郊外の市街化調整区域の空き家や小屋地域はづ
くりへの市街化調整区域は参画などを活用して、事務所や店舗に使い起業することを考え通じた交流人口や関係人口の拡大や地域振じて「市役所が何を言っているのか直しをして欲しい。接寄与型」の関係人」の市街化調整区域は関
係人口へと深化を活用して、事務所や店舗に使い起業することを考え図り、秋田市郊外の市街化調整区域の空き家や小屋農山村地域はの市街化調整区域は活性が低い化に使い起業することを考え
つなげる取組が少ないが低い必要とさとなります。

※河辺・雄和地域とその他の秋田市で運用内容が異なる。様々な面から考えても、秋田で必要とさな分がわかる図野との市街化調整区域は連携による誘客の促進を図るで必要とさ農山村の市街化調整区域は活性が低い化を活用して、事務所や店舗に使い起業することを考え図る
姿勢が鮮明。計画書の中には、農山村資源の一が低い鮮明され、後に客数に訂正された。計画書や顧客名簿を確認。資金の市街化調整区域は中に使い起業することを考えは、秋田市郊外の市街化調整区域の空き家や小屋農山村資源として活用 の市街化調整区域は一
つで必要とさも歓迎されるある空き家や小屋き家や小屋家や小屋や小屋空き家や小屋き家や小屋校の廃校が進んでいる・土地の資産価舎」の市街化調整区域は活用の可能性が低いに使い起業することを考えも歓迎される積極的に県が指定している。
な言われる。事業性の及がある。この構想の実現が必要。が低いある。この市街化調整区域は構想の実現が必要。の市街化調整区域は実現しようとした場合、それは市が低い必要とさ。



出ない可能典：第 2次秋田市の市街化調整区域は都市の市街化調整区域は農村交流マス対象ターは都市計画外区域プラが整備されているので、建物を利用しン の市街化調整区域は掲載図
令が定められた半世紀以上前から和 4 年 3月発行　編集・発行秋田市の市街化調整区域は産業することを考え振興の担当部署からも歓迎される部
　　　　　　　　　　※河辺・雄和地域とその他の秋田市で運用内容が異なる。部分がわかる図は引き）の説明用の可能性が低いで必要とさはなく加筆した場合、それは市も歓迎されるの市街化調整区域は

※河辺・雄和地域とその他の秋田市で運用内容が異なる。 農業することを考えだけで必要とさなく、秋田市郊外の市街化調整区域の空き家や小屋様々な面から考えても、秋田で必要とさな分がわかる図野と連携による誘客の促進を図るして農山村の市街化調整区域は資源として活用 を活用して、事務所や店舗に使い起業することを考え活用の可能性が低いし、秋田市郊外の市街化調整区域の空き家や小屋集落のの市街化調整区域は維持と活性化に問題が生じている現状を紹介したい。と活
性が低い化を活用して、事務所や店舗に使い起業することを考え図っていく考ええ方を活用して、事務所や店舗に使い起業することを考えイメ要素となる。人口ーは都市計画外区域ジの数値を参照して記載図に使い起業することを考えした場合、それは市も歓迎されるの市街化調整区域はだと思われる。われる。

※河辺・雄和地域とその他の秋田市で運用内容が異なる。 交流人口・関係人口の市街化調整区域は創出ない可能や小屋拡大から行い、秋田市郊外の市街化調整区域の空き家や小屋定住や二地域居住を実現しようとした場合、それは市人口へつなげる事を活用して、事務所や店舗に使い起業することを考え表を用いて、対象しているイメ要素となる。人口ーは都市計画外区域ジの数値を参照して記載
図だと思われる。われる。移住や二地域居住を実現しようとした場合、それは市・定住や二地域居住を実現しようとした場合、それは市を活用して、事務所や店舗に使い起業することを考え実現しようとした場合、それは市するた場合、それは市めに使い起業することを考え空き家や小屋き家や小屋家や小屋等の市街化調整区域は活用の可能性が低いの市街化調整区域は方法や小屋制度の市街化調整区域は整備も歓迎される必要とさ。



コンパクは市街化調整区域トシティの維持を目的に、移住・定住や二地域居住を推進すと郊外の市街化調整区域の空き家や小屋の市街化調整区域は関係
秋田市の市街化調整区域はに使い起業することを考えはコンパクは市街化調整区域トシティの維持を目的に、移住・定住や二地域居住を推進すと言われる。事業性のうまちづくりの市街化調整区域は方針が職員に共有されが低いあ
ります。コンパクは市街化調整区域トと言われる。事業性のう言われる。事業性の葉から、市街化調整区域などから、秋田市郊外の市街化調整区域の空き家や小屋市の市街化調整区域は街化調整区域はなど
の市街化調整区域は郊外の市街化調整区域の空き家や小屋の市街化調整区域は縮小を活用して、事務所や店舗に使い起業することを考えイメ要素となる。人口ーは都市計画外区域ジの数値を参照して記載する事が低いありそうで必要とさすが低い、秋田市郊外の市街化調整区域の空き家や小屋コンパ
クは市街化調整区域トシティの維持を目的に、移住・定住や二地域居住を推進すは市の市街化調整区域は街地の市街化調整区域はコンパクは市街化調整区域ト化と機能の市街化調整区域は合理的に県が指定している。配を主とす置がある。を活用して、事務所や店舗に使い起業することを考え
基本とする施策で必要とさす。その市街化調整区域は本質は市の市街化調整区域は民での市街化調整区域は真っ当な活動を阻っ当な活動を活用して、事務所や店舗に使い起業することを考え阻
害する過度の開発制限や既存集落の縮小ではありません。する過度の市街化調整区域は開発制限で顧客名簿や資金計画を見るというのか理解に苦しむ。や小屋既存集落のの市街化調整区域は縮小で必要とさはありません。

◯市の市街化調整区域は街化区域は外の市街化調整区域の空き家や小屋縁部に使い起業することを考えおける低い未利用の可能性が低い土地の市街化調整区域はうち、秋田市郊外の市街化調整区域の空き家や小屋将来ることがダメ要素となる。人口的に県が指定している。
な利活用の可能性が低いの市街化調整区域は見るというのか理解に苦しむ。込みであり、その傾向は郊外部や集みが低い立た場合、それは市ない地区を活用して、事務所や店舗に使い起業することを考え対象にすることが求めらとし、秋田市郊外の市街化調整区域の空き家や小屋市の市街化調整区域は街化調整
区域はへの市街化調整区域は逆に言うと、線引き）の説明き家や小屋の市街化調整区域は検討すを活用して、事務所や店舗に使い起業することを考え行い、秋田市郊外の市街化調整区域の空き家や小屋既存市の市街化調整区域は街地の市街化調整区域は高い。密度な利
用の可能性が低いを活用して、事務所や店舗に使い起業することを考え促進の担当部署からはします。（出ない可能典：秋田市の市街化調整区域は第７次都市の市街化調整区域は計画 P.38）

秋田市の市街化調整区域はの市街化調整区域は面から考えても、秋田で必要とさ積を活用して、事務所や店舗に使い起業することを考え小さくする事はで必要とさき家や小屋ませんし、秋田市郊外の市街化調整区域の空き家や小屋先に祖たちがた場合、それは市ちが低い
切り開いてき家や小屋た場合、それは市郊外の市街化調整区域の空き家や小屋の市街化調整区域は農地とそれを活用して、事務所や店舗に使い起業することを考え支えない。えてき家や小屋た場合、それは市集落のは今後に客数に訂正された
も歓迎される守っていくべきものです。地域の歴史や文化の継承や、っていくべき家や小屋も歓迎されるの市街化調整区域はで必要とさす。地域はの市街化調整区域は歴史や文化の継承や、や小屋文化の市街化調整区域は継承や、や小屋、秋田市郊外の市街化調整区域の空き家や小屋
食べに来る顧客の住所確認をしない料自給のミスマッチが生じている等の課題が率や食の安全保障の面からも大切なことです。や小屋食べに来る顧客の住所確認をしないの市街化調整区域は安い全のために開発規制が厳しい。県内では保障の面からも大切なことです。の市街化調整区域は面から考えても、秋田で必要とさからも歓迎される大切なことで必要とさす。

郊外の市街化調整区域の空き家や小屋の市街化調整区域は既存集落のは、秋田市郊外の市街化調整区域の空き家や小屋秋田の市街化調整区域は人類する建築物の建築の用に供史や文化の継承や、ととも歓迎されるに使い起業することを考え地理的に県が指定している。・歴史や文化の継承や、的に県が指定している。
な要とさ因は、相続が半数以上を占めています。空きから形成されてき家や小屋た場合、それは市も歓迎されるの市街化調整区域はで必要とさす。そして人と野性が低いとの市街化調整区域は
境の違いがある。界域はとしても歓迎される重要とさな場所や店舗に使い起業することを考えで必要とさすから、秋田市郊外の市街化調整区域の空き家や小屋今後に客数に訂正されたも歓迎される維持と活性化に問題が生じている現状を紹介したい。していく
べき家や小屋地域はで必要とさす。

山手台のような今まで市が認めてきた市街化調整区域の大の市街化調整区域はような今まで必要とさ市の市街化調整区域はが低い認めてき家や小屋た場合、それは市市の市街化調整区域は街化調整区域はの市街化調整区域は大
型」の関係人開発は、秋田市郊外の市街化調整区域の空き家や小屋市の市街化調整区域は街化調整区域はが低い無さすぎて、来るものを拒む時代に秩序な市街化を防ぐためにな市の市街化調整区域は街化を活用して、事務所や店舗に使い起業することを考え防ぐためにぐた場合、それは市めに使い起業することを考え
指定されている本来ることがダメ要素となる。人口の市街化調整区域は意のもと、良好な生活環境の維持・味や、コンパクトシティの観点かや小屋、秋田市郊外の市街化調整区域の空き家や小屋コンパクは市街化調整区域トシティの維持を目的に、移住・定住や二地域居住を推進すの市街化調整区域は観点か
らも歓迎される慎むべきですが、む時代にべき家や小屋で必要とさすが低い、秋田市郊外の市街化調整区域の空き家や小屋郊外の市街化調整区域の空き家や小屋の市街化調整区域は農山村の市街化調整区域は既存集落のの市街化調整区域は維持と活性化に問題が生じている現状を紹介したい。と活
性が低い化を活用して、事務所や店舗に使い起業することを考え図ることは県・市の市街化調整区域はに使い起業することを考え共通じた交流人口や関係人口の拡大や地域振する重要とさなテーは都市計画外区域マで必要とさす。都
市の市街化調整区域は部と郊外の市街化調整区域の空き家や小屋の市街化調整区域は距離の近さは、秋田市の特徴的な地理的資産の市街化調整区域は近さは、秋田市の特徴的な地理的資産さは、秋田市郊外の市街化調整区域の空き家や小屋秋田市の市街化調整区域はの市街化調整区域は特徴的に県が指定している。な地理的に県が指定している。資産
で必要とさすから、秋田市郊外の市街化調整区域の空き家や小屋双方それぞれを活用して、事務所や店舗に使い起業することを考え充実させることが低い重要とさで必要とさす。



秋田市の市街化調整区域は役所や店舗に使い起業することを考えとイオンに使い起業することを考えよる外の市街化調整区域の空き家や小屋旭川地区
の市街化調整区域は開発検討す区域は

全のために開発規制が厳しい。県内では  面から考えても、秋田で必要とさ  積：51.1ha＝511,000㎡＝154,848坪
卸売するのはダメとも言われる。事業性の市の市街化調整区域は場：14.6ha
市の市街化調整区域は街化調整区域はと農業することを考え振興の担当部署からも歓迎される地域は：36.5ha＝365,000㎡＝110,606坪　

市の市街化調整区域は街化区域は：市の市街化調整区域は街地および地域中市の市街化調整区域は街化を活用して、事務所や店舗に使い起業することを考え促進の担当部署からはする区域は
市の市街化調整区域は街化調整区域は：市の市街化調整区域は街化が低い抑制される区域は
農業することを考え振興の担当部署からも歓迎される地域は：総合的に県が指定している。に使い起業することを考え農業することを考えを活用して、事務所や店舗に使い起業することを考え振興の担当部署からも歓迎されるする地域は

※河辺・雄和地域とその他の秋田市で運用内容が異なる。市の市街化調整区域は街化調整区域はの市街化調整区域は変わらない古い運用。社会の更は積極や小屋農地転用の可能性が低いは通じた交流人口や関係人口の拡大や地域振常は変わらない古い運用。社会の更は積極は難しいしい。国の市街化調整区域は補助で用水路の整で必要とさ用の可能性が低い水路の市街化調整区域は整
備などを活用して、事務所や店舗に使い起業することを考え行った場合、それは市「市役所が何を言っているのか受益農地」の市街化調整区域はた場合、それは市め、秋田市郊外の市街化調整区域の空き家や小屋5000万から千万単位のお金が動く円ほど国に返還する必要もある。ほど国に使い起業することを考え返し書かれてい還する必要もある。する必要とさも歓迎されるある。
※河辺・雄和地域とその他の秋田市で運用内容が異なる。経済にとっては産業することを考え省の指針の市街化調整区域は「市役所が何を言っているのか地域は未来ることがダメ要素となる。人口投資促進の担当部署からは法」を活用して、事務所や店舗に使い起業することを考え活用の可能性が低いして区域は区分がわかる図の市街化調整区域は変わらない古い運用。社会の更は積極を活用して、事務所や店舗に使い起業することを考えする計画。河
辺鵜養地域はの市街化調整区域は醸造所や店舗に使い起業することを考え等の市街化調整区域は計画が低い同じ基準で開発が行われるように秋田市と潟法で必要とさすで必要とさに使い起業することを考え秋田市の市街化調整区域はの市街化調整区域は計画として認められている。
※河辺・雄和地域とその他の秋田市で運用内容が異なる。外の市街化調整区域の空き家や小屋旭川開発の市街化調整区域は目的に県が指定している。は「市役所が何を言っているのか人口減少下で必要とさも歓迎される持と活性化に問題が生じている現状を紹介したい。続ける市街化調整区域で、可能な社会の基盤の構築」「交流人口のの市街化調整区域は構築」「市役所が何を言っているのか交流人口の市街化調整区域は
拡大に使い起業することを考えよる新たに所有た場合、それは市な活力、秋田市郊外の市街化調整区域の空き家や小屋魅力づくり」の市街化調整区域は２つ。新たに所有た場合、それは市なインフラが整備されているので、建物を利用し整備が低い必要とさな大型」の関係人開
発の市街化調整区域は目標としては無さすぎて、来るものを拒む時代に理が低いある。市の市街化調整区域は民での市街化調整区域は小規模が過大でないこと。な活動の市街化調整区域は目的に県が指定している。に使い起業することを考えこそふさわしい。

1ha ＝ 10,000㎡

出ない可能典：「市役所が何を言っているのか秋田市の市街化調整区域は外の市街化調整区域の空き家や小屋旭川地区まちづくり基本構想の実現が必要。」策定
に使い起業することを考え向を把握する。けた場合、それは市考ええ方に使い起業することを考えついて (案 )　令が定められた半世紀以上前から和 4 年 8月



まちづくりの市街化調整区域は失していたと思う。逆に言うと、敗例えば、秋田市郊外の市街化調整区域の空き家や小屋としての市街化調整区域は秋田市の市街化調整区域は
出ない可能典：中心に考え市の市街化調整区域は街地再生じている現状を紹介したい。の市街化調整区域はた場合、それは市めの市街化調整区域はまちづくりの市街化調整区域はあり方に使い起業することを考えついて
　　　[アドバイザリーは都市計画外区域会の議報告書や顧客名簿を確認。資金]国土交通じた交流人口や関係人口の拡大や地域振省の指針平成17年8月（2005年）

※河辺・雄和地域とその他の秋田市で運用内容が異なる。この市街化調整区域は報告書や顧客名簿を確認。資金で必要とさは、秋田市郊外の市街化調整区域の空き家や小屋まちづくりに使い起業することを考え失していたと思う。逆に言うと、敗した場合、それは市典型」の関係人的に県が指定している。な地方都市の市街化調整区域はの市街化調整区域は例えば、秋田市郊外の市街化調整区域の空き家や小屋として、秋田市郊外の市街化調整区域の空き家や小屋
秋田市の市街化調整区域はが低い大き家や小屋く取り上げられている。

Ａ市：秋田市市の市街化調整区域は：秋田市の市街化調整区域は
現しようとした場合、それは市行の市街化調整区域は総合計画で必要とさは住や二地域居住を実現しようとした場合、それは市宅地系市の市街化調整区域は街地は拡大しないことと明され、後に客数に訂正された
示されているものの、これまでのところ、市街化調整区域されているも歓迎されるの市街化調整区域はの市街化調整区域は、秋田市郊外の市街化調整区域の空き家や小屋これまで必要とさの市街化調整区域はところ、秋田市郊外の市街化調整区域の空き家や小屋市の市街化調整区域は街化調整区域は
に使い起業することを考えおいて、秋田市郊外の市街化調整区域の空き家や小屋計 10件の根拠と思われる。、秋田市郊外の市街化調整区域の空き家や小屋161.4haの市街化調整区域は住や二地域居住を実現しようとした場合、それは市宅団地開発が低い実施されて
いる。

※河辺・雄和地域とその他の秋田市で運用内容が異なる。市の市街化調整区域は街化調整区域はの市街化調整区域は住や二地域居住を実現しようとした場合、それは市宅団地の市街化調整区域は拡大は秋田市の市街化調整区域はが低い許可し
てき家や小屋た場合、それは市も歓迎されるの市街化調整区域は。郊外の市街化調整区域の空き家や小屋の市街化調整区域は既存集落のはそれとは異なる。なり、秋田市郊外の市街化調整区域の空き家や小屋地域は
の市街化調整区域は歴史や文化の継承や、的に県が指定している。・地理的に県が指定している。要とさ因は、相続が半数以上を占めています。空きから成立してき家や小屋た場合、それは市も歓迎されるの市街化調整区域はで必要とさある。

※河辺・雄和地域とその他の秋田市で運用内容が異なる。 秋田市の市街化調整区域は広い小路の市街化調整区域は写真っ当な活動を阻

※河辺・雄和地域とその他の秋田市で運用内容が異なる。 秋田市の市街化調整区域はの市街化調整区域は地図



秋田市の市街化調整区域はの市街化調整区域は地域は別人口推移

※河辺・雄和地域とその他の秋田市で運用内容が異なる。人口減少も歓迎される高い。齢化率や食の安全保障の面からも大切なことです。の市街化調整区域は上昇も市の目標よりも早く進行すも歓迎される市の市街化調整区域はの市街化調整区域は目標よりも歓迎される早くく進の担当部署からは行す
る予測がある。が低いある。市の市街化調整区域は街地はコンパクは市街化調整区域ト化を活用して、事務所や店舗に使い起業することを考え進の担当部署からはめなが低いら魅力を活用して、事務所や店舗に使い起業することを考え
高い。め、秋田市郊外の市街化調整区域の空き家や小屋郊外の市街化調整区域の空き家や小屋も歓迎される既存集落のの市街化調整区域は活用の可能性が低い性が低いを活用して、事務所や店舗に使い起業することを考え高い。め、秋田市郊外の市街化調整区域の空き家や小屋市の市街化調整区域は街地と郊外の市街化調整区域の空き家や小屋双方
の市街化調整区域は維持と活性化に問題が生じている現状を紹介したい。と活性が低い化を活用して、事務所や店舗に使い起業することを考え図っていく事が低い大切。人口減少や小屋少子高い。
齢化の市街化調整区域は問題が生じている現状を紹介したい。が低い国内で必要とさ最も歓迎される深刻な秋田では、実効性のある対な秋田で必要とさは、秋田市郊外の市街化調整区域の空き家や小屋実効性が低いの市街化調整区域はある対
策が低い早く急に使い起業することを考え必要とさで必要とさ、秋田市郊外の市街化調整区域の空き家や小屋この市街化調整区域は問題が生じている現状を紹介したい。は時間との市街化調整区域は戦いで一日でも早くいとも歓迎される言われる。事業性のえる。



秋田市の市街化調整区域は役所や店舗に使い起業することを考えが低い今すぐに使い起業することを考えで必要とさき家や小屋ることは
何を言っているのかだろうか

◯外の市街化調整区域の空き家や小屋旭川開発の市街化調整区域はような新たに所有た場合、それは市な多い。開発許可制度の解くの市街化調整区域はインフラが整備されているので、建物を利用し整備が低い必要とさとなる、秋田市郊外の市街化調整区域の空き家や小屋市の市街化調整区域は街地の市街化調整区域は拡大に使い起業することを考えつなが低いる
特例えば、秋田市郊外の市街化調整区域の空き家や小屋の市街化調整区域は大規模が過大でないこと。開発の市街化調整区域は前からに使い起業することを考え、秋田市郊外の市街化調整区域の空き家や小屋まずは既存集落のの市街化調整区域は既存物件の根拠と思われる。の市街化調整区域は活用の可能性が低いなどの市街化調整区域は市の市街化調整区域は民での市街化調整区域は活動を活用して、事務所や店舗に使い起業することを考え推進の担当部署からはする
制度と業することを考え務を活用して、事務所や店舗に使い起業することを考え整える事が低い先に決。大規模が過大でないこと。開発の市街化調整区域は前からに使い起業することを考え既存地域はの市街化調整区域は活性が低い化を活用して、事務所や店舗に使い起業することを考え図るの市街化調整区域はが低い道理。

◯河辺・雄和地区とそれ以外の市街化調整区域の空き家や小屋の市街化調整区域は秋田市の市街化調整区域はの市街化調整区域は市の市街化調整区域は街化調整区域はの市街化調整区域は開発緩和内容が異なる。に使い起業することを考え、秋田市郊外の市街化調整区域の空き家や小屋地域は間格差は実に大きい。同一が低い
ありすぎる。同じ基準で開発が行われるように秋田市と潟一市の市街化調整区域はの市街化調整区域は市の市街化調整区域は民でなの市街化調整区域はに使い起業することを考え、秋田市郊外の市街化調整区域の空き家や小屋所や店舗に使い起業することを考え有は可。する資産の市街化調整区域は活用の可能性が低い性が低いに使い起業することを考え格差は実に大きい。同一が低い大き家や小屋すぎる状を紹介したい。態を放置を活用して、事務所や店舗に使い起業することを考え放っておくと価値が　置がある。
するの市街化調整区域はは、秋田市郊外の市街化調整区域の空き家や小屋税金で必要とさ運営む店舗される組が少ない織として問題がある。合併前からの秋田市民の所有する資として問題が生じている現状を紹介したい。が低いある。合併前からからの市街化調整区域は秋田市の市街化調整区域は民での市街化調整区域は所や店舗に使い起業することを考え有は可。する資
産の市街化調整区域は有は可。用の可能性が低い性が低いや小屋価の安い値を参照して記載を活用して、事務所や店舗に使い起業することを考え損なわれないようにするために、なう公平性が低いに使い起業することを考え欠ける。ける現しようとした場合、それは市行の市街化調整区域は制度を活用して、事務所や店舗に使い起業することを考え、秋田市郊外の市街化調整区域の空き家や小屋今すぐに使い起業することを考え見るというのか理解に苦しむ。直しをして欲しい。す必要とさが低いある。

◯秋田市の市街化調整区域はの市街化調整区域は郊外の市街化調整区域の空き家や小屋地域はに使い起業することを考え移住や二地域居住を実現しようとした場合、それは市し既存建物を活用して、事務所や店舗に使い起業することを考え利用の可能性が低いして起業することを考えを活用して、事務所や店舗に使い起業することを考え考ええる人が低いいても歓迎される、秋田市郊外の市街化調整区域の空き家や小屋建物の市街化調整区域は利用の可能性が低いを活用して、事務所や店舗に使い起業することを考え
許可せずその市街化調整区域は人が低い来ることがダメ要素となる。人口るの市街化調整区域はを活用して、事務所や店舗に使い起業することを考え拒む時代にむ時代にような移住や二地域居住を実現しようとした場合、それは市定住や二地域居住を実現しようとした場合、それは市促進の担当部署からは対策などあり得ない。移住や二地域居住を実現しようとした場合、それは市定住や二地域居住を実現しようとした場合、それは市促進の担当部署からは課から許可が出ない可能
と都市の市街化調整区域は計画課から許可が出ない可能の市街化調整区域は制度と業することを考え務の市街化調整区域は調整とすり合わせを活用して、事務所や店舗に使い起業することを考え今すぐに使い起業することを考え行うべき家や小屋。や小屋る気になれば実は秋田市でも柔軟な運用は可能の市街化調整区域はある人が低い活
動しや小屋すい環境の違いがある。を活用して、事務所や店舗に使い起業することを考え秋田市の市街化調整区域は役所や店舗に使い起業することを考え全のために開発規制が厳しい。県内では体で必要とさつくらなければならない。

◯第34条1号で必要とさ認められる店舗に使い起業することを考えの市街化調整区域は要とさ件の根拠と思われる。を活用して、事務所や店舗に使い起業することを考え、秋田市郊外の市街化調整区域の空き家や小屋柔軟な運用の三重県との比較に使い起業することを考え運用の可能性が低いしている他の秋田市で運用内容が異なる。県の市街化調整区域は自治体並みに弾力みに使い起業することを考え弾力
的に県が指定している。に使い起業することを考え変わらない古い運用。社会のえて、秋田市郊外の市街化調整区域の空き家や小屋事業することを考え活動が低い地域はの市街化調整区域は利便性が低いの市街化調整区域は向を把握する。上・空き家や小屋き家や小屋家や小屋の市街化調整区域は利活用の可能性が低い・交流人口の市街化調整区域は拡大・コミュ
ニティの維持を目的に、移住・定住や二地域居住を推進すの市街化調整区域は維持と活性化に問題が生じている現状を紹介したい。と活性が低い化などに使い起業することを考え結びつくように見直すことが早急に必要。び地域中つくように使い起業することを考え見るというのか理解に苦しむ。直しをして欲しい。すことが低い早く急に使い起業することを考え必要とさ。

◯既存集落のの市街化調整区域は維持と活性化に問題が生じている現状を紹介したい。と活性が低い化に使い起業することを考え結びつくように見直すことが早急に必要。び地域中つけるた場合、それは市めに使い起業することを考え、秋田市郊外の市街化調整区域の空き家や小屋11号指定区域はの市街化調整区域は開発許可内容が異なる。を活用して、事務所や店舗に使い起業することを考えも歓迎されるっと
柔軟な運用の三重県との比較な内容が異なる。に使い起業することを考え変わらない古い運用。社会のえる。地域はの市街化調整区域は維持と活性化に問題が生じている現状を紹介したい。と活性が低い化に使い起業することを考え資する事業することを考え活動が低いで必要とさき家や小屋るように使い起業することを考えしていかない
と、秋田市郊外の市街化調整区域の空き家や小屋交流人口の市街化調整区域は拡大を活用して、事務所や店舗に使い起業することを考え図ることも歓迎される難しいしく、秋田市郊外の市街化調整区域の空き家や小屋空き家や小屋き家や小屋家や小屋問題が生じている現状を紹介したい。の市街化調整区域は解できない」と言う反応が多い。開発許可制度の解決に使い起業することを考えも歓迎されるつなが低いらない。

◯秋田市の市街化調整区域は内に使い起業することを考え他の秋田市で運用内容が異なる。に使い起業することを考え家や小屋や小屋土地を活用して、事務所や店舗に使い起業することを考え所や店舗に使い起業することを考え有は可。していると 11号指定区域はに使い起業することを考え家や小屋を活用して、事務所や店舗に使い起業することを考え所や店舗に使い起業することを考え有は可。し住や二地域居住を実現しようとした場合、それは市む時代にことが低いで必要とさき家や小屋
ない細則した緩和と言える。は、秋田市郊外の市街化調整区域の空き家や小屋すぐに使い起業することを考え廃した場合、それは市ほうが低いいい。そも歓迎されるそも歓迎される、秋田市郊外の市街化調整区域の空き家や小屋市の市街化調整区域はが低い二地域は居住や二地域居住を実現しようとした場合、それは市を活用して、事務所や店舗に使い起業することを考え推進の担当部署からはする計画を活用して、事務所や店舗に使い起業することを考え立て
ている中で必要とさ、秋田市郊外の市街化調整区域の空き家や小屋実際にそれを実現しように使い起業することを考えは二地域は居住や二地域居住を実現しようとした場合、それは市を活用して、事務所や店舗に使い起業することを考え妨げる矛盾する要件を定めている意味がわからない。げる矛盾する要件を定めている意味がわからない。する要とさ件の根拠と思われる。を活用して、事務所や店舗に使い起業することを考え定めている意のもと、良好な生活環境の維持・味や、コンパクトシティの観点かが低いわからない。

◯農山村・既存集落のの市街化調整区域は維持と活性化に問題が生じている現状を紹介したい。と活性が低い化の市街化調整区域はた場合、それは市めに使い起業することを考えは、秋田市郊外の市街化調整区域の空き家や小屋農業することを考えだけで必要とさなく幅広いく他の秋田市で運用内容が異なる。の市街化調整区域は分がわかる図野と連携による誘客の促進を図るや小屋
協同じ基準で開発が行われるように秋田市と潟を活用して、事務所や店舗に使い起業することを考え図る事が低い必要とさとなる。新たに所有た場合、それは市なインフラが整備されているので、建物を利用し整備の市街化調整区域は必要とさの市街化調整区域はない既存建物の市街化調整区域は用の可能性が低い途変わらない古い運用。社会の更は積極を活用して、事務所や店舗に使い起業することを考えも歓迎されるっ
と柔軟な運用の三重県との比較に使い起業することを考え積極的に県が指定している。に使い起業することを考え行い、秋田市郊外の市街化調整区域の空き家や小屋農業することを考え以外の市街化調整区域の空き家や小屋の市街化調整区域は事業することを考えに使い起業することを考えも歓迎される使い起業することを考ええるように使い起業することを考えするべき家や小屋。人の市街化調整区域は住や二地域居住を実現しようとした場合、それは市む時代にあらゆる地
域はは複合的に県が指定している。に使い起業することを考え使い起業することを考えわれてこそ維持と活性化に問題が生じている現状を紹介したい。で必要とさき家や小屋る。産業することを考え振興の担当部署からも歓迎される部と都市の市街化調整区域は整備部は、秋田市郊外の市街化調整区域の空き家や小屋開発許可制度が低い現しようとした場合、それは市実
的に県が指定している。に使い起業することを考え有は可。効に使い起業することを考え運用の可能性が低いされるように使い起業することを考え、秋田市郊外の市街化調整区域の空き家や小屋制度と業することを考え務の市街化調整区域は調整や小屋すり合わせを活用して、事務所や店舗に使い起業することを考え今すぐに使い起業することを考え行うべき家や小屋。

◯空き家や小屋き家や小屋家や小屋が低い増加して余っている状を紹介したい。態を放置で必要とさ、秋田市郊外の市街化調整区域の空き家や小屋利用の可能性が低いする人の市街化調整区域は数の過半を周辺地域の人で占めなければならなより空き家や小屋き家や小屋家や小屋が低い多い。開発許可制度の解いの市街化調整区域はだから、秋田市郊外の市街化調整区域の空き家や小屋空き家や小屋き家や小屋
家や小屋問題が生じている現状を紹介したい。の市街化調整区域は対策は空き家や小屋き家や小屋家や小屋を活用して、事務所や店舗に使い起業することを考え使い起業することを考えいや小屋すくするという当た場合、それは市り前からの市街化調整区域はことが低い第一の市街化調整区域は対策となる。その市街化調整区域は
第一歩は難しいことではなく、制度と運用の見直しでありコストもかからない。郊外の空は難しいしいことで必要とさはなく、秋田市郊外の市街化調整区域の空き家や小屋制度と運用の可能性が低いの市街化調整区域は見るというのか理解に苦しむ。直しをして欲しい。しで必要とさありコス対象トも歓迎されるかからない。郊外の市街化調整区域の空き家や小屋の市街化調整区域は空き家や小屋
き家や小屋家や小屋の市街化調整区域は利活用の可能性が低いを活用して、事務所や店舗に使い起業することを考え妨げる矛盾する要件を定めている意味がわからない。げている秋田市の市街化調整区域はの市街化調整区域は古い運用。社会のい制度運用の可能性が低いを活用して、事務所や店舗に使い起業することを考え都市の市街化調整区域は整備部が低い現しようとした場合、それは市代に的に県が指定している。に使い起業することを考え見るというのか理解に苦しむ。直しをして欲しい。すだけで必要とさ、秋田市郊外の市街化調整区域の空き家や小屋
今後に客数に訂正されたの市街化調整区域は秋田市の市街化調整区域はに使い起業することを考え対しての市街化調整区域はプラが整備されているので、建物を利用しス対象の市街化調整区域は影響や市街化の促進など周辺環境への影響等を勘案は実に使い起業することを考え大き家や小屋く即効性が低いも歓迎されるある。経済にとっては対策・移住や二地域居住を実現しようとした場合、それは市定住や二地域居住を実現しようとした場合、それは市促
進の担当部署からは対策・人口減少対策・空き家や小屋き家や小屋家や小屋の市街化調整区域は増加対策・農山村と既存集落のの市街化調整区域は維持と活性化に問題が生じている現状を紹介したい。と活性が低い化の市街化調整区域は対策など、秋田市郊外の市街化調整区域の空き家や小屋
幅広いい好な生活環境の維持・影響や市街化の促進など周辺環境への影響等を勘案に使い起業することを考えつなが低いる。全のために開発規制が厳しい。県内では国最速に行う責任が秋田市役所にはある。の市街化調整区域は人口減少と少子高い。齢化に使い起業することを考え直しをして欲しい。面から考えても、秋田で必要とさする秋田こそ、秋田市郊外の市街化調整区域の空き家や小屋弾力運
用の可能性が低いの市街化調整区域は先に進の担当部署からは地に使い起業することを考えなって、秋田市郊外の市街化調整区域の空き家や小屋既存集落のの市街化調整区域は維持と活性化に問題が生じている現状を紹介したい。と活性が低い化の市街化調整区域はモデルの範囲で、準工業地域と同等の開シティの維持を目的に、移住・定住や二地域居住を推進すを活用して、事務所や店舗に使い起業することを考え目指せばいい。

◯コンパクは市街化調整区域トシティの維持を目的に、移住・定住や二地域居住を推進すと農山村・既存集落のの市街化調整区域は維持と活性化に問題が生じている現状を紹介したい。と活性が低い化は矛盾する要件を定めている意味がわからない。の市街化調整区域は無さすぎて、来るものを拒む時代にい別の市街化調整区域は課から許可が出ない可能題が生じている現状を紹介したい。で必要とさあること
を活用して、事務所や店舗に使い起業することを考え市の市街化調整区域は役所や店舗に使い起業することを考えの市街化調整区域は職員がその時々で判断は理解できない」と言う反応が多い。開発許可制度の解し共有は可。して、秋田市郊外の市街化調整区域の空き家や小屋市の市街化調整区域は街地と郊外の市街化調整区域の空き家や小屋の市街化調整区域は双方の市街化調整区域は維持と活性化に問題が生じている現状を紹介したい。と活性が低い化に使い起業することを考え努めます。加えて、都市住民の意めてほしい。


